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ま

え

が

き

こ
の
た
び
、
新
津
古
文
書
研
究
会
で
は
、
新
津
図
書
館
管
理
文
化
財
「
小
泉
蒼
軒
文
庫
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
漂
流
一
件
」

・
「
漂
流
談
」
（
原
文
）
を
、
古
文
書
が
は
じ
め
て
の
方
で
も
、
古
文
書
独
特
の
響
き
を
味
わ
い
な
が
ら
親
し
み
を
も
っ
て
読

み
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
読
下
し
文
の
文
体
で
ご
披
露
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
漂
流
一
件
」
は
漂
流
民
か
ら
役
人
が
漂
流
の顚

末

や
帰
国
ま
で
の
経
緯
等
を
聴
取
し
て
作
成
し
た
い
わ
ば
報
告
書
で
、「
漂

流
談
」
は
漂
流
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
戸
三
郎
の
話
を
筆
記
・
記
録
し
た
も
の
で
す
。
共
に
採
り
あ
げ
た
事
例
は
同
じ
で
す
が
、

記
述
内
容
に
異
な
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
で
は
公
文
書
的
な
性
格
を
有
す
る
「
漂
流
一
件
」
を
優
先
的
に
、

「
漂
流
談
」
を
付
記
的
に
扱
っ
て
い
ま
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
漂
流
記
の
舞
台
と
な
っ
た
江
戸
時
代
は
海
外
へ
渡
航
す
る
こ
と
も
海
外
か
ら
帰
国
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら

れ
た
鎖
国
の
時
代
で
し
た
。
本
書
に
登
場
す
る
戸
三
郎
・
長
蔵
・
久
太
郎
の
よ
う
に
、
他
国
に
漂
着
し
た
者
が
他
国
を
転
々
と

し
た
後
、
無
事
に
帰
国
・
帰
村
で
き
た
例
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
希
有
な
出
来
事
に
着
目
し
、
「
漂
流
一
件
」
・
「
漂
流
談
」
を
後
世
に
残
し
た
人
が
郷
土
の
偉
人
『
小
泉
蒼
軒
』
で
す
。

蒼
軒
は
本
名
を氐

計

と
い
い
、
旧
新
津
市
市
之
瀬
の
住
人
で
、
天
保
中
よ
り
名
主
を
務
め
ま
し
た
。
蒼
軒
は
あ
ら
ゆ
る
学
問
に

も
と
か
ず

通
じ
、
民
政
に
も
明
る
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
父
其
明
共
々
に
新
発
田
藩
か
ら
重
用
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
人
の
歩
み
の
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
と
き
、
新
潟
固
有
の
歴
史
や
文
化
を
知
る

こ
と
は
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
先
に
出
版
し
た
「
懲

震

毖

録
」
（
平
成
二
十
二
年
再
版
）
と
と
も
に
、
本
書
が

ち
よ
う
し
ん
ひ
ろ
く

少
し
で
も
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
七
年
三
月

新
津
古
文
書
研
究
会
会
長

星
名

忠
直
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凡

例

一

掲
載
の
史
料
二
編
（
小
泉
蒼
軒
文
庫
）
は
、
複
写
製
本
さ
れ
た
も
の
が
新
津
図
書
館
資
料
室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

史
料
照
合
の
便
を
は
か
る
た
め
、
表
題
に
記
号
番
号
及
び
資
料
名
・
番
号
を
、
本
文
に
枚
数
を
示
す
丁
数
を
付
記
し
ま
し
た
。

（
表
裏
二
頁
を
一
丁
と
し
た
）

二

史
料
の
体
裁
は
Β
５
・
版
縦
書
き
と
し
、
下
段
に
注
記
欄
を
設
け
ま
し
た
。
「
注
」
は
文
章
の
文
字
肩
寄
り
に
※
印
を
付

け
、
そ
の
行
の
注
記
欄
に
注
意
す
べ
き
事
柄
を
明
記
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
一
行
の
内
に
複
数
の
注
が
あ
り
注
意
す
べ
き
事

柄
を
記
入
し
き
れ
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
文
字
と
：
印
を
付
け
て
前
後
の
行
に
記
入
し
ま
し
た
。
丁
数
（
便
宜
上
□
ｐ
）
は

本
文
下
部
の
注
記
線
、
原
本
そ
れ
ぞ
れ
の
丁
一
行
目
を
示
し
ま
す
。

三

文
章
の
各
行
は
基
本
的
に
原
本
と
対
応
さ
せ
て
あ
り
ま
す
が
、
言
葉
が
分
断
さ
れ
た
り
、
読
み
づ
ら
く
な
っ
た
り
す
る
よ

う
な
場
合
は
部
分
的
に
前
後
の
行
へ
移
動
し
ま
し
た
。

四

原
本
の
文
意
を
そ
ぐ
わ
な
い
範
囲
で
、
段
落
と
句
読
点
を
入
れ
ま
し
た
。
原
本
中
の
割
り
注
（
小
字
で
二
行
に
記
さ
れ
て

い
る
）
は
〔

〕
を
設
け
、
そ
の
中
に
表
記
し
ま
し
た
。

五

漢
字
は
で
き
る
だ
け
元
字
を
表
記
し
ま
し
た
が
、
読
み
づ
ら
い
漢
字
に
は
初
出
の
時
点
で
平
仮
名
の
ル
ビ
を
付
け
ま
し
た
。

た
だ
し
、
原
本
に
記
さ
れ
た
片
仮
名
の
ル
ビ
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。
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六

原
本
の
変
体
仮
名
（
万
葉
仮
名
）
は
平
仮
名
で
表
記
し
ま
し
た
。
助
詞
類
も
同
様
と
し
、
「
江

而

者

与

之

毛
」
は

「
え

て

は

と

の

も
」

と
表
記
し
ま
し
た
。

七

越
後
訛
と
も
と
れ
る
「
ひ
」
に
つ
い
て
は
例
の
よ
う
に
「
い
」
「
え
」
と
表
記
し
、
原
本
に
表
記
さ
れ
て
い
る
「
ひ
」
は

「
い
」
「
え
」
の
ル
ビ
に
付
し
ま
し
た
。

例

犬
は
日
本
の
犬
と
違

い

H
ｧ

く
わ

え

来
た
り
候
。（
「
漂
流
一
件
」

ｐ
か
ら
抜
粋
）

（
ひ
）

（
ひ
）

八

漢
字
の
送
り
仮
名
は
現
今
の
告
示
に
よ
る
「
送
り
仮
名
の
付
け
方
」
を
基
準
に
し
ま
し
た
が
、
で
き
る
だ
け
原
本
の
趣
が

残
る
よ
う
工
夫
・
表
現
し
ま
し
た
。
な
お
、
文
語
文
と
し
て
常
用
さ
れ
る
漢
字
は
初
出
の
時
点
で
ル
ビ
を
付
し
て
そ
の
ま
ま

表
記
し
ま
し
た
。

例

之

有

在

罷

由

候

故

拠

無

相
違

御
座
無

奉

如

何

こ
れ

あ
り

あ
り

ま
か
り

よ
し

そ
う
ろ
う

ゆ
え

よ
ん
ど
こ
ろ
な
く

そ
う
い

ご

ざ

な

く

た
て
ま
つ
り

い
か
が
・
い
か
ん

相

成

仰

付

等
々
。

あ
い

な
り

お
お
せ
つ
け

１０
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〇
漂
流
一
件

※

天
保
九
戌
年
三
月
、
越
後
國
※

中
村
濱
戸
三
郎
外
弐
人
の
も
の
、
異
国
へ

１
ｐ

※

一

八
三

八

年

三
月

。

い

ぬ

は
ま

漂
着
の
上
、
異
国
舟
に
て
送

戻
さ
れ
候
一
件
。

※

中

村

濱
：

胎

内
市

中

村

浜
。

お

く
り
も
ど

越
後
国
岩
船
郡
※

早
川
村

※

村
上

市

早
川

。

長
門
屋
次
郎
左
衛
門
船

右
早
川
村

船
頭

宗
吉

漂
流
中
船
中
に
て
死

同
村

※

水
主

左
兵
衛

※
下
級
船
員

か
こ

ヲ
ワ
ホ
に
て
死

※

馬
下
村

※
村

上

市

馬
下

。

同

助
次
郎

右
同
断
船
中
に
て
死

同
村同

八
右
衛
門

同
断

中
村
濱

同

戸
三
郎

当
戌
四
十
六
才

※

柏
尾
村

※

村

上

市
柏

尾

。

同

長
蔵

右
同
断
船
中
に
て
死



柏
尾
村

２
ｐ

同

傳
吉

当
戌
二
十
九
才

粟
島

※

炊

久
太
郎

※
炊

事

を

す
る

人

。

か
し
き

当
戌
三
十
才

※

天
保
三
辰
年
、
越
後
国
早
川
村
次
郎
左
衛
門
船
、
乗
組
の
も
の
、
沖
合
に
お
い
て

※

一

八
三

二

年

。

た

つ

難
風
に
遭
い
行
衛
相
知
れ
ざ
る

処

、
同
七
申
年
エ
ト
ロ
フ
嶋
へ
〔
松
前
よ
り
三
百
五
十
里
余
〕

着
い
た
し
、

な
ん
ふ

う

ゆ
く
え

あ
い

と
こ
ろ

さ

る

右
乗
組
の
内
、
青
山
九
八
郎
様
御
代
官
所
中
村
濱
百
姓
戸
三
郎

乗
組
み

罷

在
り
、
御
同
人
様
御
役
所
へ
松
前
隆
之
介
様
御
役
人
中
よ
り
御
※

懸
合
之
有
り
。

※
あ
る
事
件
に
つ
い
て
両
方
が
話
し
合

っ

ま
か
り

あ

か
け
あ
い

こ
れ
あ

中
村
濱
役
人
召
出
さ
れ
、
※

始
末
御
尋
ね
な
ら
れ
候
処
、
左
の
通
り
書
面
差
出
し
候
。

て
、
と
り
き
め
る
こ
と
。

し

ま
つ

さ

恐
れ
乍
ら
※

書
付
を
以
て
申
上
げ

奉

り
候

※

書

き
つ

け

た

も
の

。

文

書
。

な

が

か

き
つ
け

も

つ

た

て
ま
つ

當
村
百
姓
戸
三
郎
義
、
去
る
辰
年
早
川
村
次
郎
左
衛
門
船
水
主
に
相
雇
わ
れ

と

う
そ
ん

出
帆
い
た
し
行
衛
相
知
れ
ざ
る
処
、
こ
の
度
松
前
隆
之
助
様
御
領
分
、
エ
ト
ロ
フ
島
へ

ゆ

く

え

あ
い

漂
着
い
た
し
、
同
人
様
御
役
人
中
よ
り
御
懸
合
之
有
る
由
に
て
、

よ
し

※

人
別
等
の
儀
、
御
尋
ね
に
御
座
候
。

※
戸
籍
の
こ
と
。

に
ん
べ
つ

ご
ざ
そ
う

ろ
う

此
の
段
、
戸
三
郎
※

儀
、
天
保
三
辰
年
正
月
下
旬
、
村
方
出
立
。
上
杉

弾
正

大
弼
様

※

「
義

」

と

も
表

記

さ

れ
た

。

だ
ん
じ

よ
う

だ
い

ひ
つ

御
※

預
所

越
後
國
岩
船
郡
早
川
村
次
郎
左
衛
門
へ
相
雇
わ
れ
、
同
人

※
江
戸
時
代
、
大
名
や
江
戸
の
名
主
ら
が
統

あ
ず
か

り
し
よ

所
持
の
船
五
社
丸
へ
乗
組
み
同
村
出
帆

仕

候
処
、
右
船
如
何
相
成
り
候
や
、

治
を
委
任
さ
れ
た
幕
府
直
轄
地
の
こ
と
。

つ
か

ま
つ
り

い
か

が

行
衛
相
知
り
申
さ
ず
。
※

去
々
午
年
五
月
中
、
船
主
次
郎
左
衛
門
よ
り
長
々

※

お
と
と
し
一
八
三
四
年
五
月
中
。

き
よ
き

よ
う
ま
ど

し

行
衛
相
知
れ
ざ
る
上
は
難
船
い
た
し
相
果
て
候
義
も
之
有
る
べ
き

趣

３
ｐ

お
も
む

き



相
知
ら
せ
候
に
付
き
同
月
葬
式
相
営
み
、
※

宗
門
帳

取
調

の
節
死
失
い
た
し
候
趣

※
江
戸
時
代
に
宗
門
改
に
よ
り
作
成
さ
れ
た

し
ゆ
う
も
ん

ち
よ
う

と
り
し
ら
べ

し
し
つ

申
出
候
に
付
き
、
去
る
※

未

年
よ
り
除
帳
仕
り
候
。
右
戸
三
郎
女
房
は
実
家

帳
簿
。
家
ご
と
に
戸
主
以
下
家
族
・
奉
公
人

ひ
つ
じ

松
坂
三
郎
左
衛
門
様
御
代
官
所
同
国
蒲
原
郡
金
沢
村
百
姓
孫
右
衛
門
方
へ

の
名
前
・
性
別
・
年
齢
等
と
と
も
に
宗
旨
・

立
戻
り
、
戸
三
郎
妹
以
よ
へ
同
人
様
御
代
官
所
坂
町
村
百
姓
久
次
郎

檀
那
寺
を
記
載
し
、
檀
那
寺
と
村
役
人
が
証

弟
久
松
を
聟
養
子
に
い
た
し
戸
三
郎
と
相
改
め
、
当
時
相
続
罷
在
り
候
。

印
を
加
え
た
も
の
で
、
毎
年
作
成
さ
れ
戸
籍

む
こ

ま
か

り
あ

然
所

、
今
般
御
尋
ね
の
趣
に
て
は
、
先
戸
三
郎
儀
難
船
い
た
し

簿
の
役
割
を
有
し
た
。

し
か

る
と
こ
ろ

沖
合
漂
流
の
上
、
エ
ト
ロ
フ
島
へ
漂
着
仕
り
候
義
に
之
有
る
べ
し
。
左
候
得
ば
、

※
未

年

：

一
八

三

五

年
。

そ
う
ら

え

當
村
人
別
の
も
の
に
相
違
御
座
無
く
候
。

そ
う

い

右
御
尋
ね
に
付
き
申
上
げ
奉
り
候
処
、
相
違
御
座
無
く
候
。
已
上
。

い
じ

よ
う

当
御
支
配
所

越
後
国
蒲
原
郡
中
村
濱

庄
屋

堅
左
衛
門
印

※

天
保
七
申
年
十
一
月

※

一

八
三

六

年
十

一

月

。

青
山
九
八
郎
様

出
雲
崎

御

役

所

、

右
戸
三
郎
儀
、
天
保
七
申
年
七
月

廿
五

日
、
エ
ト
ロ
フ
島
へ

着

。

※
口
上
書
：
江
戸
時
代
、
法
廷
で
当
事
者
の

に

じ
ゆ
う
ご

ち

や
く

翌
酉
年
五
月
出
立
。
奥
州
通
り
明
楽
飛
騨
守
様
御
勘
定
御
奉
行
所
へ

申
し
立
て
を
筆
記
し
た
供
述
書
。
誤
り
の
な

と
り

あ

け
ら

ひ

だ
の
か
み

御
差
出
し
に
相
成
り
、
御
吟
味
の
上
※

口

上

書
仰
付
け
ら
れ
、
今
戌
年
二
月

廿
五

日

４
ｐ

い
こ
と
を
承
認
し
た
証
と
し
て
爪
印
を
お
さ

こ
う
じ
よ
う
し
よ

い
ぬ

に
じ
ゆ
う
ご

御
裁
許
仰
渡
さ
れ
帰
国
の
節
、
江
戸
御
役
所
に
お
い
て
御
用
状
御
渡
し
に
相
成
り
、
當

表
へ

せ
た
。

お
も
て

着
い
た
し
、
私
方
〔
出
雲
崎
尼
瀬
町
郷
宿
相
田
屋
戸
右
衛
門
〕

に
止
宿
の
節
、
戸
三
郎
へ
承
り
候
趣
、
左
に
書
留
置
き
候
。



越
後
国
岩
船
郡
早
川
村
長
門
屋
次
郎
左
衛
門
船
〔
四
百
石
積
程
〕

水
主
に

相
雇
わ
れ
、
天
保
三
辰
年
三
月
中
、
船
頭
宗
吉
共
都
合
八
人
乗
組
み
、

つ
ご
う

米
四
斗
三
升
入
り
九
百
俵
余
り
積
受
け
、
同
国
新
潟

湊

出
帆
。
※

攝
州

兵
庫
を

※
摂
津
国
の
別

称
。

み
な
と

せ
つ
し
ゆ

う

心
懸
け
※䑺

登

り
、
備
後
国
尾
ノ
道
に
て
右
米
売
払
い
、
夫
よ
り
※

石
州

浜
田
よ
り

※
帆
を
あ
げ
て
走
ら
せ
る
こ
と
。

は
せ
の

ぼ

そ
れ

せ
き
し

ゆ
う

一
里
程
上
の
長
浜
に
て
鉄
を
積
入
れ
、
同
年
四
月
頃
出
帆
、
越
後
国

※
石
州
：
石
見
国
の
別
称
。

※

海
老
江
浦
へ
入
津
。
鉄
荷
陸
上
げ
い
た
し
、
夫
よ
り
空
船
に
て
※

羽
州
酒
田
湊
へ

※
旧
荒
川
町
。
江
戸
時

代
、
荒
川
三
港
の

え

び

え

う

し
ゆ
う

入
津
。
売
り
米
四
斗
入
り
八
百
俵
程
積
入
れ
、
同
年
七
月
十
三
日
頃
と
覚
え
候

一
つ
。
良
港
と
し
て
知
ら
れ
、
一
〇
〇
〇
石

同
所
出
帆
。
同
十
五
日
松
前
江
指
港
へ
入
津
。
右
米
陸
上
げ
い
た
し

積
以
上
の
大
船
も
出
入
り
し
た
。

鯡

の
鰊
鯑
、
八
百
廿
八
俵
買
受
け
船
積
み
い
た
し
、
同
八
月
十
二
日
同
所
出
帆
。

※
羽
州
：
出
羽
国
の
別

称
。

に
し

ん

か
ど

の
こ

摂
津
・
兵
庫
を
心
懸
け䑺

登
り
候
処
、
出
雲
地
山
見
受
け
候
頃
よ
り
、

※
御
鬮
：
神
仏
に
祈
願
し
て
事
の
吉
凶

を

は

せ

悪
風
に
相
成
り
候
間
、
帆
を
下
ろ
し
流
れ
居
り
候
内
、
地
山
見
失

い

候
間
、

う
ら
な
う
く
じ
。

（
ひ
）

※

御
鬮
を
取
り
候
上
、
東
へ
向
か
い
三
日
程
䑺
候
得
共
、
山
見

え

ず
候
に
付
き

拠
無

※
あ
ま
み
ず
の
こ
と
。

お
み

く
じ

は
せ

そ
う
ら
え

ど
も

（
ひ
）

よ
ん
ど
こ

ろ
な
く

東
北
を
向
け
百
日
程
の
間
、
海
上
䑺
せ
又
は
漂
い
罷
在
り
候
内
、
水
は
之
無
く
、
※

天
水
を

５
ｐ

※
貯
え
置
い
た
米
。

は

て
ん
す

い

溜
遣
い
、
※

粮
米
七
俵
を
少
々
ず
つ
粥
な
ど
に
焚
き
給
べ
罷
在
り
候
内
、
水
主
八
右
衛
門

※
か
ら
だ

全
体
の
こ
と
。

た

め

つ

か

か

て
ま
い

か

ゆ

た

た

助
次
郎
・
長
蔵
、
船
頭
宗
吉
※

惣
身
相
腫
れ
追
々
相
果
て
候
間
、
死
骸
は

※
尋
：
縄
・
水
深
な
ど
を
は
か
る
長
さ

の

そ
う
み

あ
い
は

お
い
お
い

海
中
へ
打
捨
て
る
〔
尤
も
最
初
八
右
衛
門
相
果
て
候
節
は
三
日
程
死
骸
船
中
に
差
置
き
仕
り
候
得
共
、
船
中
穢
れ
候
間
打
捨
て

単
位
。
一
尋
は
五
尺
（
一
・
五
一
五

ｍ
）

申
す
べ
き
旨
、
船
頭
宗
吉
申
聞
か
せ
左
候
へ
、
同
人
相
果
て
候
得
共
、
死
骸
打
捨
て
申
す
べ
き
旨
、
之
を
申
し
候
。

ま
た
は
六
尺
（
一
・
八
一
八
ｍ
）
。

相
残
り
候
左
兵
衛
・
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
四
人
に
相
成
り
候
〕
。

※
天
窓
：
頭
部
全
体
の
意
に
は
、
古
く

は

何
国
と
も
知
れ
ざ
る
地
山
相
見

え

候
間
、
唐
に
て
も
之
有
る
べ
き
や
と
存
じ
、
帆
を
揚
げ䑺

附
候
処
、

「
か
し
ら
」
を
用
い
た
。
「
か
う

べ
」
は

（

ひ
）

は
せ
つ
け

同
年
閏
十
一
月
三
日
頃
と
覚
ゆ
。
佐
渡
よ
り
も
小
さ
き
島
之
有
り
、
人
家
相
見
え
候
処
へ
船
懸
留
め
候
。

漢
文
訓
読
語
。
近
世
に
は
「
あ
た
ま
」
を

然
る
処
、
右

崎

よ
り
長
さ
四
五
※

尋
程
の
丸
木
を
く
り
候
船
に
、
※

天
窓
の
毛
長
さ
壱
寸
程
の

「
天
窓
」
と
書
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。

み
さ
き

ひ
ろ

あ
た
ま

※

ざ
ん
ぎ
り
に
て
、
前
髪
は
三
寸
位
に
し
て
上
又
は
横
へ
櫛
〔
巾
壱
寸
位
、
長
さ
六
七
寸
位
、
牛
の
角
の
様
に
相
見
〕

に
て

※
男
が
髪
を
ゆ
わ
な
い
で
み
だ
し
て
お
く
こ
と
。

撫
で
付
け
、
目
の
色
青
き
様
に
て
、
髪
の
毛
少
々
赤
く
、
髭
は
す
り
居
り
、

木
綿
筒
袖
・
衣
類
を
着
候
も
の
五
六
人
櫂
に
て

漂

参
り
候
に
付
き
、

か

い

た

だ
よ
い



右
を
ま
ね
き
寄
せ
、
手
真
似
を
も
っ
て
上
陸
い
た
し
、
水
呑
み
度
旨
申
聞
き
候
処

合
点
い
た
し
候
間
、
右
船
へ
久
太
郎
・
傳
吉
乗
移
り
上
陸
い
た
し
候
。

〔
此
の
島
の
名
ヲ
ワ
ホ
と
申
し
、
サ
ン
ド
ウ
チ
と
申
す
国
の
内
な
り
。
サ
ン
ド
ウ
チ
は
七
八
島
に
わ
か
れ
居
り
候
由
。
日

本
よ
り
東
に
当
た
る
。
〕

家
数
五
十
軒
程
も
之
有
る
処
へ
四
五
日
逗
留
い
た
し
候
処
、
里
芋
・
薩
摩
芋
・

肴
な
ど
を
給
べ
さ
せ
置
く
。
夫
よ
り
右
島
人
五
六
人
、
乗
組
の
も
の
一
同

た

そ
れ

元
船
へ
乗
組
み
、
島
人
案
内
に
て
同
所
出
帆
い
た
し
、
二
日
の
間
海
上
十
八
九
里
程

６
ｐ

も
と

ぶ
ね

䑺

参
り
、
夜
に
入
り
※
間
入
り
致
す
べ
く
存
じ
候
処
、
風
悪
敷
く
乗
り
入
れ
難
く
漂
い
罷
在
り
候
内
、
元
舟

※

船
の

泊

ま

る
所

。

は
せ

ま

あ
し

岩
に
當
た
り
詮
の
通
り

出
来

。
船
動
け
ず
候
間
※

て
ん
ま
へ
乗
移
り
、
島
人
は

游

上
が
り

※
荷
物
な
ど
を
運
送
す
る
は
し
け
ぶ

ね
。

し

ゆ
つ
た
い

お

よ
ぎ

候
内
、
元
船
は
破
船
に
相
成
り
、
夫
よ
り
※

夜
五
ツ
時
頃
上
陸
い
た
し
候
。

※
今
の
午
後
八
時
こ
ろ
。

そ

れ

右
島
湊
口
に
高
さ
※

壱

丈

ば
か
り
、
巾
貳
間
、
長
さ
三
十
間
程
の
石
垣
に
、
先
に
鎗
付
け
た
る
大
鉄
砲

※
一
〇
尺
（
約
三
〇
三
㎝
）

。

じ
よ
う

け
ん

や
り

長
さ
五
六
尺
、
元
口
八
九
寸
、
口
五
六
寸
位
、
玉
目
五
百
目
よ
り
※

壱
貫
目
位
と
覚
ゆ
。

※
一
〇
〇
〇
匁
。
約
三
・
七
五
㎏
。

も
と
く
ち

た
ま

め

め

三
十
挺
程
か
ざ
り
之
有
り
。
右
石
垣
へ
造
懸
け
候
家
壱
軒
、
此
所
の

頭

と
存
じ
候
。

つ
く
り
か

こ
こ

か
し
ら

廻
り
は
海
辺
に
付
き
、
固
く
し
め
結
び
懸
け
さ
せ
候
と
存
ぜ
ら
れ
候
。
同
所
人
家
百
軒
程
も

之
有
る
べ
し
。
屋
根
は
草
に
て
葺
き
、
柱
は
堀
立
て
、
※

根
太
・
敷
板
も
な
く
土
間
、
又
は

※
床
板
を
う
け
る
た
め
に
床
下
に
わ
た
す
横

木
。

ふ

ね
だ

敷
き
も
の
は
※

ア
ン
ペ
ラ
様
の
も
の
敷
き
候
も
の
も
有
り
。
米
を
呉
れ
、
菜
は
肴
を

※
む
し

ろ
。

漁

に
て
焼
く
。
又
は
、
竿
抔
も
繕
居
り
候
内
、
左
兵
衛
は
死
去
い
た
し
、
島
人

す

な
ど
り

な

ど

箱
詰
め
に
い
た
し
埋
め
候
。
寺
へ
葬
り
相
頼
み
候
処
、
左
候
得
ば
右
国
の
人
の
様
に
相
成
り

候
由
の
義
を
申
し
、
葬
り
呉
れ
ず
候
。
同
所
に
て
介
抱
い
た
し
呉
れ
候
も
の
ゝ
名
は

ミ
チ
バ
ラ
ン
チ
と
申
し
、
同
所
へ
着
い
た
し
候
節
、
筒
袖
の
木
綿

単

物
四
枚
、

ひ
と
え

尤

も
筒
袖
壱
枚
に
股
引
壱
足
ず
つ
付
け
候
、
手
風
呂
敷
、
其
の
外
沓
な
ど
を
呉
れ
候
。

も
つ
と

て

ぶ

ろ

し

き

く
つ

當
国
よ
り
着
参
り
候
分
は
脱
が
せ
、
右
の
分
を
着
さ
せ
置
き
、
大
切
に
手
當
て
い
た
し
候
。

き

同
所
に
罷
在
り
候
内
、
※

筆
墨
〔
日
本
と
同
じ
〕
差
出
し
候
て
、
日
本
人
と

認

め
見
せ
候
処

７
ｐ

※
ふ
で
と
す

み
。

ヒ
ツ
ボ
ク

し
た
た

承
知
い
た
し
、
右
の
者
は
漢
唐
人
の
由
〔
漢
唐
の
も
の
十
人
程
参
居
り
、
是
は
奉
公
様
の
事
の
由
〕
。

カ
ン

ト
ウ

ジ
ン

島
内
歩
行
見
候
処
、
水
田
に
芋
を
作
り
〔
此
の
芋

根
を
取
り
二
三
日
か
ら
し
置
き

右
く
き
を
田
へ
さ
し
候
得
ば
、
猶
実
付
け
候
由
〕

あ
る
き

み



稲
は
見
受
け
ず
。
山
は
数
無
く
少
々
、
松
木
も
之
有
り
候
得
共
、
薪
木
迄
外
国
よ
り

ま

で

船
に
て
積
入
れ
る
。
女
は
髪
長
く
ク
ル

＜
巻
き
、
櫛
に
て
留
め
る

〔

亀
甲
様
な
り
、
五
寸
四
分
ほ
ど
〕
、

衣
類
は
男
女
共
筒
袖
。
男
は
短
し
。
女
は
長
く
、
筒
袖
の
上
、
股
引
を
着
る
。

男
は
深
沓
。
女
は
浅
く
沓
の
下
長
足
袋
也
。
此
の
国
、
寒
暖
な
し
。
七
月
頃
の

時
候
に
て
、
同
所
へ
着
の
時
は
閏
十
一
月
に
候
得
共
、
西
瓜
之
有
り
、
の
み
・
蚊

す
い

か

沢
山
。
同
所
に
て
世
界
絵
図
の
懸
物
見
請
け
候
。
且
近
島
よ
り
※

白
檀

出
候
。

※
常
緑
香
木
。
高
さ
六
㍍
余
。
材
は
帯
黄
白
色

か

け
も
の

か

つ

ビ

ヤ
ク
ダ
ン

是
よ
り
、
漢
唐
へ
船
に
て
相
廻
し
候
。
魚
類
足
ら
ず
。
椰
子

盃

沢
山
有
り
。
石
に
て

で
香
気
が
強
い
。
皮
は
香
料
に
供
し
材
は
器
具

や
し

さ

か
ず
き

打
割
り
、
水
又
は
実
を
給
べ
候
。
ク
ロ
ン
ボ
ウ
拾
人

斗

居
り
候
。
色
黒
く
ち
ぢ
り
毛
也
。

製
造
用
。

ウ
チ

ば
か
り

是
は
ク
ロ
ン
ボ
ウ
の
國
よ
り
奉
公
に
参
居
り
候
。
同
所
に
罷
在
り
候
内
、

島
人
へ
折
々
手
真
似
を
以
て
日
本
へ
帰
度
き
旨
申
聞
か
せ
、
都
合
拾
九
ヶ
月
居
り
候
処
、

か
え

り
た

夫
よ
り
弐
百
石
餘
り
の
船
〔

弐
本
柱
五
つ
帆
に
て
木
綿
に
も
之
有
る
べ
き
や
。
帆
は
日
本
の
帆
よ
り
丈
夫
也
。
つ
ぎ
柱
也
〕
、
船
の
造
り
は

日
本
と
違

い

、
島
人
拾
三
四
人
・
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
共
一
同
乗
組
む

（

ひ
）

〔
尤
も
此
の
船
、
塩
・
た
ば
こ
等
積
受
け
罷
在
り
、
外
国
へ
商

い

に
罷
越
し
候
船
と
相
見
え
候
。

態
々

（
ひ
）

わ
ざ
わ

ざ

戸
三
郎
外
弐
人
送
り
届
け
候
義
に
之
無
く
、
右
商

い

の

序

と
相
見
え
候
。
此
の
船
セ
ツ
カ
と
申
す
所
に

※
作
事
：
家
屋
等
を
造
っ
た
り
修
理
し

た

（
ひ

）

つ
い

で

木
沢
山
の
由
に
て
※
作
事
い
た
し
、
翌
年
三
月
頃
出
帆
い
た
し
候
〕

。
右
島
出
帆
の
節
、
行
き
先

寒

候
迚

８
ｐ

り
す
る
こ
と
。

さ
む

う

と
て

〔
寒
き
事
を
ホ
ウ
ロ
ン
ナ

＜
と
云
う
〕

花
色
※

羅
紗
筒
袖
裏
和
ら
か
成
る
毛
織
也
。
股
引
と
も
革
の
頭
巾
・

※
羊
毛
で
地
の
厚
く
密
な
毛
織
物
。

や

わ

革
の
沓
・
足
袋
〔
足
袋
は
長
足
袋
、
我
が
国
に
て
め
り
や
す
に
い
た
し
候
あ
み
の
様
の
木
綿
也
〕
等
銘
々
貰
い
候
。
船
中
に

た
び

玉
目
百
目
程
の
鉄
砲
弐
挺
仕
込
置
き
候
。
右
船
の
船
頭
カ
ベ
ナ
ハ
タ
と
申
し
候
。

海
上
千
三
百
里
程
共
覚
ゆ
〔
日
本
壱
里
に
し
て
、
尤
も
壱
日
壱
夜
何
程
と
日
本
船
の
見
積
り
〕

、
三
十
日
程
䑺
参
り

※
セ
ッ
カ
：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ア
ラ
ス
カ

は
せ

六
月
廿
日
頃
に
も
之
有
る
べ
し
〔

午
年

に
当
た
る
〕
。
※
セ
ッ
カ
と
申
す
処
へ

入
津
〔
ヲ
ロ
シ
ヤ
の
内
、
日
本
よ
り
北
に
当
た
る
〕
。

州
シ
ト
カ
の
こ
と
か
。

う
ま
ど

し

に
ゆ

う
し
ん

此
の
所
に
船
五
艘
程
入
津
い
た
し
居
り
候
。
船
中
に
五
六
日
居
り
候
処
、
其
の
後
上
陸
致
さ
せ
、

借
家
に
も
之
有
る
べ
き
や
。
明
き
家
へ
戸
三
郎
外
弐
人
共
入
れ
、
米
・
茶
・
砂
糖
・
薪
・
汁
鍋

あ

等
を
呉
れ
候
に
付
き
、
手
鍋
罷
在
り
、
右
品
絶
え
候
に
付
き
貰
い
に
行
き
候
節
は
夫
々
呉
れ
遣
わ
し

そ
れ
ぞ

れ



蠟
燭

等

も
貰
い
に
行
き
候
得
ば
、
五
十
挺
斗
ず
つ
呉
れ
遣
わ
し
候
〔
長
さ
壱
尺
程
也
〕

。
家
造
り
様
は

ろ
う
そ

く

材
木
を
※

疊
上
げ
〔
尤
も
ヲ
ロ
シ
ヤ
木
沢
山
に
て
、
残
ら
ず
家
造
り
は
材
木
を
疊
上
げ
た
り
〕
、

乍
併

家
の
外
と
は
木
丸
棒

※

積

み

上
げ

る

こ
と

。

か
さ
ね

あ

し
か
し
な

が
ら

そ

に
て
、
内
ま
さ
か
り
け
づ
り
紙
は
り
候
も
の
も
有
り
。
又
は
上
に
た
つ
人
は
白
か
べ
塗
り
也
。

其
の
所
の
頭
に
之
無
く
次
の
人
世
話
い
た
し
候
〔
此
の
人
諸
職
人
五
十
人
餘
り
抱
置
き
時
々
職
人
の
仕
事
場
へ
見
廻
り

歩
行
候
〕

。
同
所
に
猟
師
に
も
之
有
る
べ
き
や
。
ゴ
ロ
ン
シ
ヨ
と
申
す
長

、
ざ
ん
ぎ
り
有
り
。

あ

る
き

お

さ

男
女
共
顔
を
色
ど
り
、
唇
に
穴
を
あ
け
木
を
は
さ
み
、
※

毛
氊
の
様
の

※
獣
毛
に
湿
気
・
熱
・
圧
力
な
ど
を
加
え
て

も
う
せ
ん

も
の
を
着
罷
在
り
。
ヲ
ワ
ホ
よ
り
送
ら
れ
セ
ツ
カ
へ
入
津
の
砌
、
船
中
の

一
種
の

縮
絨

を
施
し
、
各
繊
維
を
絡

し
ゆ
く
じ

ゆ
う

異
國
人
右
ゴ
ロ
ン
シ
ヨ
の
若
女
・
売
女
と
申
す
に
も
之
有
る
間
敷
候
得
共
、
船
へ

９
ｐ

交
密
着
さ
せ
て
織
物
様
と
し
た
幅
広
物
。

ば
い
じ

よ

ま
じ
く

連
寄
せ
相
返
し
候
節
、
衣
類
等
呉
遣
わ
し
候
。
セ
ツ
カ
寒
し
。
一
体
に
ヲ
ロ
シ
ヤ
は

寒
國
の
由
。
魚
類
沢
山
。

鮃

六
尺
餘
り
の
分
之
有
り
。
弐
人
に
て
か
づ
き
歩
行
候
に

ひ
ら

め

あ
る

き

地
に
付
き
候
。
鱈
・
鮭
・

鯡

等
有
り
。
鯛
は
見
受
け
ず
。

た

ら

さ

け

に

し
ん

松
前
高
田
屋
と
申
す
者
の
事
相

噺

、
松
前
の
様
子
委
敷
覚
居
り
、
日
本
の
絵
図
見
せ
、

は
な
し

く
わ
し
く

是
は
松
前
、
是
は
酒
田
・
庄
内
・
越
後･
越
中
抔
と
申
聞
き
候
。

な
ど

同
所
※

陣
屋
取
り
の
様
の
処
也
。
是
は
海
辺
に
付
き
、
國
の
為
に
も
有
る
べ
き
候
や
。

※
江
戸
時
代
、
無
城
の
小
大
名
や
交
代
寄
合

上
に
立
つ
旦
那
ら
し
き
人
た
り
と
も
私
用
又
は
遊
び
に
出
で
候
節
は
無
腰
、
供
も
な
く
、

の
屋
敷
、
あ
る
い
は
幕
府
郡
代
・
代
官
の
役

女
房
の
手
を
引
き
歩
行
候
も
有
り
。
同
所
に
て
赤
地
毛
織
様
の
筒
袖
、

宅
・
屋
敷
の
こ
と
。

あ
る
き

黒
厚
毛
織
筒
袖
、
う
わ
着
也
。
何
連
も
股
引
付
け
、
足
袋
弐
足
・
深
沓
・
き
せ
る
・
ふ
う
り
ん
・

い
ず

れ

鍋
弐
つ
・
鉄
茶
鍋
呉
れ
候
に
付
き
足
袋
壱
足
差
遣
わ
し
髪
す
り
と
替
貰
い
候
。
都
合
壱
年
程
罷
在
り
。

か
え
も

ら

翌
年
〔

未

年

に

当
た

る

〕

四
、
五
月
頃
と
覚
ゆ
。

ひ
つ
じ

ど
し

ケ
様
相

認

め
候
書
翰
相
渡
し
候
に
付
き
、
此
の
様
の
も
の
持
参
い
た
し
候
共
、

か
よ
う

し
た
た

し
よ
か
ん

致
し
方
之
無
き
旨
申
し
候
処
、
松
前
に
村
上
太
助
と
申
す
も
の
之
有
り
、
右
の
も
の

読
み
候
様
申
し
候
。
右
文
字
は
横
文
字
と
唱
え
候
。
※

厚
唐
帋
に

認

め
、
上
包
み
い
た
し
、

※
中
国
で
つ
く
っ
た
紙
で
、

表
面
が
あ
ら

あ
つ
と

う
し

し
た
た

封
印
な
し
。
送
り
状
様
の
も
の
也
。
六
七
百
石
積
船
三
本
柱
、

く
、
質
の
も
ろ
い
紙
の
こ
と
。



帆
十
四
五
、
三
四
十
人
乗
り
、
船
中
に
鉄
砲
片
々
三
挺
充
六
挺
仕
込
み
置
き
候
。

１
０
ｐ

か
た

が
た

ず
つ

船
頭
カ
ヒ
タ
ン
と
唱
う
。
戸
三
郎
外
弐
人
共
一
同
乗
組
み
出
帆
。
海
上
千
里
程
三
十
日
餘
り

西
へ
向
か
い䑺

参

り
、
※

ヲ
ホ
ツ
カ
〔
ヲ
ロ
シ
ヤ
の
内
〕

と
申
す
處
へ
送
ら
れ
候
。

是
も
態
々
送
り
候
に

※
オ
ホ
ー
ツ
ク
（
ロ
シ
ア
連
邦
）
の
こ
と
か
。

は

せ

わ

ざ
わ
ざ

之
無
く
※

便
船
と
相
見
え
候
。
同
所
セ
ッ
カ
よ
り
も
寒
し
。
家
の
造
り
様
は

※
都
合
よ
く
出
る
船
。
ま
た
そ
れ
に
乗
る
こ
と
。

び

ん
せ
ん

同
断
。
家
数
七
軒
程
之
有
り
候
処
に
罷
り
在
り
。
鍋
類
は
セ
ッ
カ
に
て

貰
い
候
分
持
参
り
米
等
貰
い
候
。
世
話
い
た
し
候
人
、
名
は
ナ
シ
タ
シ
イ
ヂ
ウ
チ
ン
と

申
す
。
時
々
見
廻
り
、
そ
の
節
茶
呑
み
居
り
候
処
、
セ
ッ
カ
に
て
貰
い
候
鍋

新
し
く
、
茶
赤
く
相
成
り
候
迚
猶
古
鍋
持
参
り
呉
れ
候
。
夫
よ
り
茶
の
色
能
く
候
。

と
て

な
お

よ

同
所
よ
り
五
六
丁
程
行
き
候
得
ば
、
本
町
と
相
見
え
百
軒
程
之
有
り
候
。
山
も

格
別
之
無
く
、
セ
ッ
カ
は
山
高
く
、
ヲ
ワ
ホ
は
小
山
な
り
。
ヲ
ホ
ツ
カ
に
て
米
様

の
も
の
五
俵
程
そ
り
に
の
せ
、
犬
十
二
三
疋
に
ひ
か
せ
候
。
犬
は
日
本

の
犬
と
違

い

至

て
聞
訳
宜
し
。
同
町
に
鍛
冶
之
有
り
。
度
々
同
人
方
へ
遊
び
に

（

ひ
）
い

た
つ

き

き
わ
け
よ

ろ

参
り
候
処
、
或
る
時
同
人
外
の
方
へ
行
き
、
宅
の
戸
鍵
を
落
し
来
る
。
犬
に
申
し
聞
か
せ

い
え

尋
ね
遣
わ
し
候
処
、
程
無
く
見
出
し
く
わ

え

来
た
り
候
。

ほ
ど
な

（
ひ
）

一
異
國
人
は
日
本
人
よ
り
大
き
く
候
。

一
異
國
に
神
社
見
受
け
ず
。
寺
有
り
。
住
寺
を
ポ
ヽ
と
云
う
。
髪
の
毛
長
く

脰

の
方
へ
な
げ
髪
。
※

平
袖
に
し
て
下
に
筒
袖
を
着
候
。
王
様
の
誕
生
日
を

１
１
ｐ

※

袖

口

の

下

方

を

縫

い

合

わ

せ

な

い

う
な
じ

休
み
、
并
び
に
年
中
七
日
目

＜
に
休
む
也
。
其
の
節
、
寺
々
説
法
有
り
。
人
々
参
詣

袖
。
ど
て
ら
の
袖
の
類
。

い
た
し
候
。
ヲ
ワ
ホ
・
セ
ッ
カ
・
ヲ
ホ
ツ
カ
三
ヶ
所
に
て
、
寺
壱
ヶ
寺
ず
つ
見
受
け
候
。

寺
は
奥
行
き
弐
拾
間
程
也
。
罷
越
し
見
候
処
、

え

ん
ま
様
の
御
面
の

（
い
）

懸
も
の
懸
か
り
居
り
候
。
寺
毎
に
釣
り
鐘
有
り
。
日
本
の
分
と
違

い

、
※

矢
張
ふ
う
り
ん
の

※
副
詞
。
や
っ
ぱ
り
。
案
の

定
。

か
け

（
へ

）

や
は

り

類
也
。
中
に
し
ん
下
り
有
り
。
ヲ
ホ
ツ
カ
は
四
ツ
寄
せ
、
セ
ッ
カ
は
八
ツ
也

さ
が



〔
差
渡
し
三
尺
程
、
又
は
壱
尺
位
の
分
も
有
り
〕

。
手
足
に
弐
本
ず
つ
糸
を
付
け
、
拍
子
を
と
り
八
ツ
の

つ
り
が
ね
※

壱
集

に
う
ち
、
至
っ
て
賑
々
敷
き
者
也
。

※
一
緒
と
い
う
こ
と
。

(
か

)

い
つ
し
ゆ

う

に
ぎ
に
ぎ

し

一
男
女
縁
談
は
※

住
寺
仲
人
な
り
。
夫
婦
相
対
に
て
、
離
縁
す
る
時
は

※
一
寺
の
主
長
で
あ
る
僧
。
住
職
。

あ
い
た
い

一
生
互
い
に
独
身
。

尤

も
死
に
分
か
れ
は
三
人
ま
で
※

媒
人
い
た
し
候
。

※
な
か
だ
ち
。
な
こ
う
ど
。

も
つ
と

一
死
人
は
箱
詰
寝
棺
に
し
て
寺
へ
持
参
土
葬
。
親
類
様
の
も
の

は
こ

づ
め
ね
か
ん

付
添
い
参
り
候
。
ヲ
ワ
ホ
に
て
見
受
け
候
葬
式
は
※

綸
子
の
衣
装
を
懸
け

※
精
練
し
た
生
糸
で
織
っ
た
、
絹
の
紋
織

り
ん

ず

寺
へ
持
参
い
た
し
候
。
葬
り
候
処
へ

ヶ
様
木
の
墓
印
を
建
て
候
。

物
。
厚
く
な
め
ら
か
で
、
つ
や
が
あ
る
。

か
よ
う

一
上
に
た
つ
人
の
座
敷
は
毛
氈
を
敷
き
、
坐
敷
の
外
は
※

板
縁
な
り
。

※
板

を

張

っ
た

縁

。

い

た
え

ん

下
々
は
板
縁
な
り
。
障
子
は
び
い
ど
ろ
な
り
。
都
而
す

わ

る
事
な
く
、

す
べ
て

（
は
）

臺
に
腰
を
懸
け
る
な
り
。
上
に
立
つ
人
の
坐
敷
抔
※

曲

錄
を
数
多
な
ら
べ
置
き
候
。

※
背
も
た
れ
の
部
分
が
円
く
曲
が
り
、
脚
が

な
ど

き
よ
く

ろ
く

あ
ま
た

下
々
は
き
ゃ
た
つ
の
様
の
臺
を
用

い

候
。
酒
肴
様
の
も
の
給
る
時
に

１
２
ｐ

床
几
の
よ
う
に
交
叉
し
た
椅
子
。

（
ひ

）

し
ゆ

こ
う

た
べ

至
る
ま
で
、
三
尺
四
方
位
の
臺
に
皿
・
鉢
類
を
の
せ
、
其
の
廻
り
に
臺
を
置
き

腰
を
懸
け
給
る
な
り
。
日
本
に
て
上
に
立
つ
人
を
旦
那
様
と
云
う
。

彼
の
国
に
て
は
カ
ヒ
タ
ン
と
云
う
。
上
に
立
つ
人
は
筒
袖
の
肩
の
下
に
金
の

か丸
き
ふ
さ
を
付
け
、
次
の
人
は
白
き
革
の
類
の
ふ
さ
を
付
け
る
。
下
々
は

付
け
ず
。
上
に
立
つ
人
は
髭
有
り
。
下
々
は
髭
并
び
に
あ
ご
の
髭
す
り
居
り
候
。

な
ら

都
而
天
窓
は
ざ
ん
ぎ
り
也
。

す
べ
て

あ
た
ま

一
壱
間
毎
に
鍵
を
懸
け
候
。
寝
る
時
は
疊
壱
枚
程
の
ふ
ち
付
け
た
る
臺
に

※
く
く
り
枕
：
両
端
を
く
く
っ
て
、
中
に
そ

ひ
と

ま

鳥
の
毛
の
様
の
も
の
入
れ
た
る
ふ
と
ん
を
し
き
、
其
の
上
に
毛
織
の
ふ
と
ん
を
し
き
候
。

ば
が
ら
な
な
ど
を
入
れ
た
ま
く
ら
。

枕
は
※

く
く
り
枕
に
て
、
弐
つ
又
は
三
つ
程
ず
つ
重
ね
て
寝
候
。
廻
り
に
の
う
れ
ん
を
下
げ
候
。

※
手
代
：
商
家
の
奉
公
人
の
一
つ
。
番
頭
の

一
通
用
文
字
は
残
ら
ず
横
文
字
也
。
ヲ
ワ
ホ
に
漢
唐
と
云
う
人
、
拾
人

斗

罷
越
し
居
り
候
。

下
、
丁
稚
の
の
上
。
住
込
で
一
人
前
の
店
員
と

カ

ン
ト
ン

ば

か
り

是
は
※

手
代
奉
公
様
の
事
と
相
見
え
候
。
同
国
は
※

真
字
を
相
用
い
候
由
。

し
て
給
金
・
衣
食
が
支
給
さ
れ
た
。

し
ん
じ

ヲ
ワ
ホ
へ
千
里

斗

の
由
。
壱
ヶ
月
又
は
風
悪
敷
く
候
得
ば
弐
ヶ
月
も

※
真
字
：
漢
字
の
こ
と
。

ば
か
り

あ
し



か
ゝ
り
候
よ
し
。
横
文
字
は
鳥
の
羽
根
に
て

認

め
候
。

し
た
た

一
漢
唐
人
は
股
引
を
は
き
、
夫
れ
と
筒
袖
を
着
候
。
筒
袖
長
し
。
牡
丹
留
め
或
い
は
緒
。

そ

ひ
も

股
引
は
足
の
五
本
も
入
る
べ
き
様
に
て
廣
く
、
ヲ
ロ
シ
ャ
の
股
引
は
※

パ
ッ
チ
に
似
候
。

１
３
ｐ

※
股
引
の
長
く
て
足
首
ま
で
あ
る
も

の
。

一
通
用
金
銭
有
り
。
通
用
金
抔
丸
く
四
色
に
別
れ
、
鳥
又
は
王
の
繪
、

な
ど

廻
り
に
横
文
字
、
裏
に
も
横
文
字
有
り
。
錢
は
あ
か
が
ね
。
是
も
四
色
に

別
れ
、
王
又
は
鳥
・
狐
・
横
文
字
等
有
り
。
ヲ
ワ
ホ
は
※

正
金

多
し
。
セ
ッ
カ
・

※
強
制
通
用
力
を
有
す
る
貨
幣
。
紙
幣

に

し
よ

う
き
ん

ヲ
ホ
ツ
カ
は
正
金
不
足
ゆ
え
に
、
セ
ッ
カ
は
革
の
札
、
ヲ
ホ
ツ
カ
は
紙
の
札
を
通
用
候
。

対
し
て
金
銀
貨
幣
を
い
う
。

（

よ
へ
）

一
紙
は
厚
く
、
手
紙
は
上
包
み
・
四
角
・
三
つ
折
り
也
。

真
ん
中
に
※

チ
ャ
ン
を
流
し
、

※

原

油

や

コ

ー

ル

タ

ー

ル

を

蒸

留

し

た

印
判
を
押
し
候
。

挑
灯

は
び
い
ど
ろ
也
。
下
々
は
傘
用
い
ず
、
上
に
立
つ
人
相
用
い
候
。

あ

と
に

の

こ

る
黒

色

の

固
ま

り

。

ち
よ
う
ち

ん

ほ
ね
は

真
鍮

又
は
鯨
ほ
ね
也
。
天
井
は
結
ぶ
也
。

し
ん
ち
ゆ

う

一
腰
の
物
に
糸
を
付
け
肩
へ
下
げ
候
。

如
此

手
の
入
る
処
有
り
。

か
く
の

ご
と
く

一
弓
は
見
受
け
ず
。
尤
も
猟
師
は
持
ち
候
も
の
も
有
り
。

一
鉄
砲
の
先
に
壱
尺
程
の
鎗
を
仕
込
置
き
候
。
如
何
様
の
船
に
て
も
鉄
砲

い
か

仕
込
置
き
、
大
船
に
至
り
候
得
ば
弐
十
挺
も
之
有
り
候
。
船
間
へ
入
る
時
又
は
出
帆
の
節
、
か

ま

ら
鉄
砲
五
七
か
ら
打
ち
也
。
然
れ
ば
磯
に
て
挨
拶
の
鉄
砲
を
打
つ
也
。

一
ヲ
ロ
シ
ャ
の
在
地
、
チ
ッ
ペ
ナ
ポ
ロ
と
申
し
候
。

一
日
本
な
ら
ば
正
月
と
覚
え
し
時
、
上
に
立
つ
人
の
処
へ
集
ま
り
、
踊
り
又
は
呑
喰
い

の
み
く

い
た
し
、
其
の
節
、
外
方
塀
の
辺
り
迄
蠟
燭
を
燈
し
候
。蠟

燭

は

１
４
ｐ

そ
と
か
た

ろ
う
そ
く

壱
尺
程
の
長
さ
に
て
、
日
暮
れ
に
壱
挺
燈
し
候
得
ば
、
夜
半
迄
之
有
り
。
※

あ
ん
ど
う

※
あ
ん
ど
う
：
木
な
ど
の
框
に
紙
を
貼

り
、

之
無
く蠟
燭

を
燈
し
候
。
た
ば
こ
ぼ
ん
之
無
く
、
昼
に
て
も蠟

燭
を

中
に
油
皿
を
据
え
て
橙
火
を
と
も
す
具
。
あ
ん

と
ぼ
し
置
き
、
夫
れ
に
て
煙
草
を
吸
う
。
上
に
立
つ
人
は
巻
た
ば
こ
、
下
々
は
き
ざ
み
煙
草
也
。

ど
ん
。

そ

た
ば

こ

一
水
風
呂
を
た
ま

＜
釜
に
湯
を
わ
か
し
風
呂
場
へ
行
き
か
ら
だ
へ
桶
に
て
湯
を
か
け
、
尤
も
洗
う
事
な
し
。

一
毎
朝
洗
粉
に
て
男
女
と
も
顔
を
洗
い
候

。

あ
ら

い
こ



一
給
も
の
は
小
麦
を
團
子
の
ご
と
く
に
い
た
し
、
焼
き
た
べ
候
。
米
は
上
に
立
つ
人
、

た
べ少

々
ず
つ
も
給
べ
く
候
得
共
、
其
の
餘
給
ず
。
戸
三
郎
其
の
外
の
も
の
は
ヲ
ワ
ホ
・

た
ぶ

よ

セ
ッ
カ
・
ヲ
ホ
ツ
カ
と
も
始
終
米
に
て

賄
置

き
候
。
米
を
ユ
ロ
バ
と
云
い
、
麦
を

し
じ
ゆ
う

ま
か
な
い

お

カ
レ
バ
と
云
う
。

一
ヲ
ワ
ホ
に
て

烏

な
し
。
外
弐
ヶ
所
と
も
有
り
。
庭
鳥
は
三
ヶ
所
と
も
沢
山
有
り
。
諸
人
給
べ
候
。

か
ら

す

も
ろ

び
と

一
牛
・
※

豕

等
給
べ
候
。

尤

も
牛
は
能
き
料
理
抔
に
相
用
い
、
カ
ケ
ヤ
に
て
打
殺
し
、

※
ぶ
た
類
（
い
の
し
し
・
ぶ
た
）
の
総

称
。

い
の

こ

も
つ

と

な
ど

※

前
引
に
て
、
胴
切
り
い
た
し
、
革
を
む
き
、
切
売
に
い
た
し
候
。
※

猫
牛
等
も
有
り
。

※
饗
宴
の
時
、
主
人
か
ら
来
客
へ
贈
る
も
の
。

ま

え

び

き

ヤ

ク

午
は
勢
分
付
き
候
迚
、
き
ん
玉
を
も
ぎ
と
り
候
。

１
５
ｐ

※
猫
牛
：
ヤ
ク
（
偶
蹄
科
目
ウ
シ
科
）

の

う

ま

せ

い
ぶ
ん

と

て

一
本
町
等
家
造
り
は
町
並
に
し
て
、
商
人
・
酒
店
等
之
有
り
。
酒
は
※

し
や
う
ち
う
の
味
也
。

こ
と
。
寒
気
・
乾
燥
に
強
い
。

一
諸
人
悪
事
い
た
し
候
得
ば
は
だ
か
に
い
た
し
、
軽
き
は
糸
縄
、
重
き
は

※
し
や
う
ち
う
：
し
ょ
う
ち
ゅ
う
の
こ
と
か
。

し
ば
ほ
う
き
に
て
両
方
よ
り
※

打
違

に
う
つ
な
り
。
是
は
下
々
致
さ
ず
、

※
互
い
に
交
叉
す
る
よ
う
に
う
つ
こ

と
。

う
ち

ち
が
い

上
に
た
つ
人
を
頼
み
仕
置
く
。
ひ
ど
く
血
出
る
事
も
有
り
。

一
飯
を

か
せ
と
云
う

一
水
を

わ
た

一
塩
を

そ
う
り

一
衣
類
を

な
つ
は
へ

一
酒
を

お
う
つ
か

一
た
ば
こ
を

た
ば
こ

一
き
せ
る
を

ど
ろ
ふ
か

一
鍋
を

か
ち
ら

一
火
を

お
こ
ん

一
も
の
給
べ
を

ご
せ
や
へ

一
紙
を

ぶ
ま
か

一
茶
碗
を

茶
し
か

一
立
具
を

お
こ
し
か

一
山
を

や
ん
ま

一

腰
物

を

ざ
ひ
ら

こ
し
の

も
の

一
家
を

ど
う
も

一
日
を

そ
ん
ざ

一
月
を

め
せ
し

一
星
を

お
ぶ
ら
か

一
男
を

も
せ
き

一
女
を

ぜ
へ
ふ
か

一
大
人
を

ぶ
か
し
ゆ
ら
へ

一
子
供
を

ま
れ

一
寝
る
事
を

し
つ
ぺ

一
お
き
る
事
を

し
た
わ
へ

一
爰
へ
御
出
を

い
て
う

一

忝

い
を

ば
せ
ば

こ

こ

お

い

で

か

た
じ
け
な

一
物
の
能
き
事
を

う
ら
し
ゆ

一
笠
を

ほ
ろ
し
か
と
い
う

(
ふ

）



一
ヲ
ホ
ツ
カ
に
て
不
快
の
節
、
醫
師
罷
越
し
候
。
薬
は
勿
論
、
た
べ
も
の
に
至
る
迄

い
し

醫
師
あ
ん
ば
い
い
た
し
給
べ
さ
せ
候
。
風
俗
は
上
に
た
つ
人
の
風
俗
也
。
同
所
に
て

１
６
ｐ

白
布
地
・
筒
袖
・
下
着
三
つ
・
※

も

え

ぎ
厚
毛
織
筒
袖
・
股
引
共
手
風
呂
敷
、

※
黄
色
が
か
っ
た
緑
色
。

（
い
）

足
袋
・
深
沓
を
呉
れ
候
。
貰
い
も
の
は
三
人
と
も
同
じ
。
同
所
に
壱
年
程
罷
在
り
。
セ
ッ
カ
同

様
横
文
字
書
翰
壱
通
相
渡
す
。
六
月
下
旬
と
覚
ゆ
〔
申
年
に
当
た
る
〕

。
五
七
拾
石
積
船
、

壱
本
柱
、
帆
四
五
つ
、
十
三
人
乗
、
鉄
砲
弐
挺
仕
込
み
有
り
。
戸
三
郎
外
弐
人
共
一
同
乗
組
む
。

船
頭
名
は
メ
ト
ロ
イ
ワ
ン
ヂ
ヲ
ロ
ウ
と
申
す
。

尤

も
態
々
送
り
候
義
に
之
無
く
、
右
船
麦
粉
類

も

つ
と

わ

ざ
わ
ざ

積
入
れ
罷
在
り
同
所
よ
り
ヱ
ト
ロ
フ
へ
の
途
中
、
ヲ
ロ
ツ
フ
と
申
す
処
へ
序
で
と
相
見

え

候
。

つ

い

（

ひ
）

同
所
間
に
入
り
磯
へ
上
り
見
候
処
、
家
弐
三
軒
之
有
り
。
造
り
様
は
同
断
。
其
の
外
※

ア
リ
ウ
ト
と

※
ア
ラ
ス
カ
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
間
に
あ
る

ま

申
す

え

ぞ
に
似
寄
り
候
も
の
、
穴
へ
家
を
造
り
罷
在
り
候
。
同
所
に
て
積
荷
陸
上
げ
い
た
し

ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
先
住
民
族
ア
レ
ウ

（
い
）

船
中
に
四
五
日
罷
在
り
。
空
船
に
付
き
石
を
積
入
れ
、
猶
又
ア
リ
ウ
ト
十
人
程
乗
組
む
。
是
は
便
船

ト
族
の
こ
と
か
。

な
お
ま
た

を
相
頼
み
候
と
見

え

候
。
ヲ
ホ
ツ
カ
よ
り
五
六
百
里
に
て
場
所
近
か
ら
ず
候
得
共
、
風
之
無
く
四
五
十
日
䑺
る
。

（
ひ
）

は
せ

ヱ
ト
ロ
フ
壱
里
程
に
相
成
り
、
元
船
沖
合
に
懸
か
り
居
り
、
革
て
ん
ま
に
島
人
弐
人
・
傳
吉
を
乗
せ
、

其
の
節
島
人
申
す
は
、
戸
三
郎
外
弐
人

引
渡

の
節
、
日
本
人
五
人
以
上

ひ
き

わ
た
し

沖
合
へ
罷
越
し
候
得
ば
異
國
舟
も
其
の
心
得
を
以
て
支
度
い
た
し
候
旨
、
談
合
様
子

聞
き
と
し
て
ヱ
ト
ロ
フ
島
へ
参
り
候
。
途
中
沖
合
に
日
本
舟
懸
か
り
居
り
候
に
付
き
、

右
舟
印
傳
吉
見
受
け
候
処
、
主
人
次
郎
左
衛
門
分
家
早
川
村
市
兵
衛
舟
に
て
七
八
百
石
積
船
、

右
船
へ
罷
越
し
候
処
市
兵
衛
も
罷
在
り
、
互
い
に

驚
入

り
始
末
相
咄
す
。
同
人
を
以
て

１
７
ｐ

お
ど
ろ
き

い

は
な

右
島
へ
入
船
の
義
、
島
役
人
へ
賴
入
れ
候
得
共
聞
き
入
れ
ず
、
其
の
内
磯
に
て
鉄
砲
数
挺

打
懸
け
、
拠

無
く
異
國
人
・
傳
吉
共
元
舟
へ
立
帰
り
、
異
国
人
立
腹
の
様
に
相
見
え
候
。

よ
ん
ど

こ
ろ
な

夜
に
入
り
密
か
に
役
人
詰
居
ら
ざ
る
処
へ
、
傳
吉
・
久
太
郎
を
て
ん
ま
に
て
上
陸
致
さ
せ
候
。

つ
め

お

右
戸
三
郎
外
弐
人
の
内
弐
人
を
あ
げ
戸
三
郎
壱
人
相
残
し
候
訳
は
、
て
ん
ま
三
人
乗
に
て

四
人
よ
り
乗
せ
ら
れ
ず
、
三
人
乗
の
内
島
人
壱
人
乗
り
候
に
付
き
弐
人
の
せ
候
義
に
之
有
り
候
。
右
船
に



革
て
ん
ま
三
艘
之
有
り
。
巾
弐
尺
五
寸
程
、
長
さ
弐
三
間
、
三
人
乗
は
穴
三
ツ
之
有
り
候
。
其
の
翌
日

戸
三
郎
を
乗
せ
、
御
役
人
詰
め
居
ら
ざ
る
処
へ
陸
上
げ
申
す
べ
く
と
存
じ
、
て
ん
ま
に
乗
参
り
候
処
、

矢
張
り
鉄
砲
を
打
懸
け
、
拠

無
く
猶
又
元
船
へ
帰
り
候
に
付
き
、
戸
三
郎
義
、
扨
は
傳
吉
・
久
太
郎
は

よ
ん
ど
こ

ろ
な

さ
て

陸
上
が
り
い
た
し
候
得
共
、
磯
に
て
か
様
鉄
砲
打
ち
候
上
は
、
猶
又
異
國
へ
連
帰
る
申
す
べ
く
も

斗

難

と
存
込
み
、
壱
人
に
て

游

上
が
り
申
す
べ
き
旨
申
聞
き
候
得
共
、
異
國
人
聞
入
れ
ず
、
其
の
夜

は
か

り
が
た

し

お
よ

ぎ

エ
ト
ロ
フ
島
役
所
よ
り
二
里
程
南
、
ヲ
ヨ
グ
と
申
す
宜
し
か
ら
ざ
る
処
へ
革
て
ん
ま
三
艘
寄
せ
合
い
、

よ

ろ

島
人
五
六
人
に
て
送
り
上
陸
致
さ
せ
、
其
の
節
米
弐
斗
余
り
・
茶
・
砂
糖
・
び
い
ど
ろ
ち
よ
く

呉
れ
遣
わ
す
。
其
の
外
異
國
に
て
貰
い
候
鍋
・
※

薬
く
わ
ん
・
衣
類
、
其
の
外
当
国
へ
持
参
の
品

※

や
か

ん

の

こ
と

。

夜
着
・
ふ
と
ん
・
古
着
と
も
三
人
分
相
渡
し
異
國
人
出
帆
い
た
し
候
。
ヱ
ト
ロ
フ
辺
り
へ

鯨
取
り
に
、
異
國
船
沖
合
へ
参
る
事
有
り
と
い

え

と
も
、
鉄
砲
に
て
打
寄
れ
ざ
る
也
。

（

へ
）

※

天
保
七
申
年
七
月
廿
五
日
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
へ
着
く
。
同
人
町
役
人
の
処
に
罷
在
り
。
異
國
に
て

１
８
ｐ

※
一

八

三

六
年

七

月

二
十

五

日

。

着
来
た
り
候
衣
類
御
引
上
げ
着
替
さ
せ
成
さ
れ
、
手
拭
い
、
其
の
外
に
至
る
迄
下
さ
れ
候
。

き
き

同
所
御
役
所
に
お
い
て
御
吟
味
之
有
り
。
其
の
節
横
文
字
書
翰
島
人
申
し
候
通
り
申
上
候
処
、

村
上
太
助
に
之
無
く
、
村
上
貞
助
と
申
す
江
戸
役
人
の
由
、
仰
せ
聞
か
さ
れ
候
。
右
書
翰
、
出
府

以
前
、
江
戸
へ
御
差
出
し
之
有
り
。
※

翌
酉
年
五
月
出
立
。

※
一

八

三

七
年

五

月

。

ヱ
ト
ロ
フ
島
役

頭

松
江
茂
兵
衛
殿
鎗
当

着
袁

に
て
御
付
添
い
。
御
用
船
に
て
ク
ナ
シ
リ
島
へ
御
渡
り
、

や
く

が
し
ら

や
り
あ

て

ち
や
く

え
ん

同
所
に
四
，
五
日
※

日
和
待
ち
逗
留
之
有
り
。
猶
御
用
船
に
て
松
前
島
地
へ
着
く
。

※
穏
や
か
に
晴
れ
た
天
気
待
ち
。

ひ
よ

り

戸
三
郎
外
弐
人
駕
篭
又
は
馬
に
て
送
ら
れ
候
。
※

御
城
下
近
く
相
来
た
り
、
浴
衣
壱
枚
ず
つ
、
猶
又

※
大
名
松
前
氏
の
居
城
、
松
前
城
の
こ

と
。

か

ご

着
替
さ
せ
成
さ
れ
、
箱
舘
へ
着
き
御
役
所
へ
御
召
連
れ
之
有
り
。
御
調
べ
之
無
く
同
所
旅
籠
屋
に

福
山
城
と
も
。

は
こ
だ
て

は
た
ご
や

差
置
か
る
〔
役
人
付
添
居
ら
れ
十
日
程
逗
留
〕

。
夫
よ
り
天
気
に
相
成
り
奥
州
津
軽
へ
渡
り
、
青
森
へ
泊
り
、

※
通
し
馬
：
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
継
ぎ
替
え

そ
れ

同
国
南
部
へ
罷
出
で
、
奥
州
通
り
、
道
中
※

通
し
馬
に
て
罷
越
す
。
※

御
徒
弐
人
御
足
軽

ず
に
、
同
じ
馬
を
雇
い
づ
め
に
し
て
行
く
こ
と
。

お
か

ち

四
人
※

先
触
と
し
て
戸
三
郎
・
其
の
外
の
も
の
よ
り
も
先
御
登
り
、
右
松
江
茂
兵
衛
殿
、

※
御
徒
：
馬
乗
を
許
さ
れ
ず
徒
歩
で
従
軍
し
た
武

さ

き
ぶ
れ

其
の
外
御
役
人
・
御
徒
共
都
合
三
十
四
人
に
て
御
召
連
れ
、
千
住
へ

着

の
節
、
浴
衣
・
股
引
・

士
。

ち
や
く

手
拭
い
・
甲
掛
な
ど
猶
又
着
替
さ
せ
成
さ
れ
、
同
年
七
月
十
八
日
江
戸
下
谷
新
寺
町
松
前
様

※
先
触
：
あ
ら
か
じ
め
触
れ
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
。

こ
う

が
け

し
た
や

し
ん
で
ら

ま
ち



江
戸
御
屋
敷
へ
着
き
、
昼
飯
給
べ
候
上
、
荷
物
に
至
る
迄
、
小
川
町
明
楽
飛
騨
守
様

※
公
事
宿
：
訴
訟
、
裁
判
の
た
め
地
方
か
ら
出

あ
け
ら
ひ
だ

の
か
み

御
勘
定
御
奉
行
所
へ
御
引
渡
に
相
成
り
、
一
と
通
り
御

糺

の
上
、
※

公
事
宿
小
石
川
春
日
町

て
き
た
者
た
ち
が
宿
泊
し
た
施
設
。

た
だ
し

く
じ

や
ど

大
黑
屋
長
右
衛
門
方
へ
お
預
け
に
相
成
り
候
。
ヱ
ト
ロ
フ
島
へ
着
の
後
、
月
代
御
差
留

１
９
ｐ

さ
か

や
き

さ
し

と
め

の
処
、
宿
長
右
衛
門
を
以
て
同
十
九
日
伺
い
候
処
、
月
代
仰
付
け
ら
る
。
村
役
人
出
府
以
前
御

糺

壱
度

た

だ
し

之
有
り
。
其
の
後
村
役
人
着
の
上
、
同
年
九
月
壱
度
、
十
月
壱
度
御
糺
之
有
り
。
猶
宿

な
お

を
以
て
聞
糺
し
申
上
げ
候
様
仰
付
け
置
か
れ
、
同
十
一
月
四
日
※

口
書
・
印
形

仰
付
け
ら
る
。

※
江
戸
時
代
、
法
廷
で
当
事
者
の
申
し
立
て

く
ち
が
き

い
ん
ぎ
よ

う

其
の
節
横
文
字
書
翰
に

認

め
之
有
る
趣
、
御
留
役
様
御
読
聞
之
有
り
候
。
其
の
文
言
の
内
に

を
筆
記
し
た
供
述
書
。
誤
り
の
な
い
こ
と
を

し
た
た

よ
み
き

き

も
ん
ご

ん

三
千
三
百
五
十
七
年
抔
と
申
す
事
之
有
り
。
是
は
右
国
始
ま
り
て
よ
り
の
事
の
由
。
御
留
役
は

承
認
し
た
証
と
し
て
爪
印
を
押
さ
せ
た
。

な

ど

松
井
助
右
衛
門
様
・
関
源
之
進
様
。
夫
よ
り
村
役
人
は
年
帰
村
仰
付
け
ら
る
。

尤

も
※

翌
年

※
一
八
三
八
年
二
月
十
日
。

そ
れ

と
し

も
つ
と

二
月
十
日
罷
出
ず
る
べ
き
旨
仰
渡
さ
れ
、
※

御
差
日
罷
出
で
候
得
共
、
粟
島
の
も
の
渡
海

※
指
定
さ
れ
た
日
の
こ
と
。

相
成
ら
ず
出
府
延
引
に
罷
成
り
、
右
の
者
出
府
の
上
二
月
廿
五
日
※

御
裁
許
仰
渡
さ
れ
候
。

※
下
部
か
ら
上
申
さ
れ
た
事
柄
の
可
否
を
判
断

ご
さ
い
き

よ

の
節
所
持
の
品
残
ら
ず
御
渡
し
に
相
成
り
候
得
共
、
道
中
駄
賃
銭
相
懸
り
候
に
付
き

し
て
決
め
る
こ
と
。
裁
断
。

諸
品
売
拂
う
。
尤
も
売
拂
わ
ざ
る
品
は
直
ぐ
に
中
村
濱
へ
差
送
り
候
。
夫
れ
よ
り
御
支
配

御
代
官
青
山
九
八
郎
様
、
江
戸
御
役
所
に
て
御
渡
り
に
相
成
り
、
江
戸
出
立
。
※

当
戌
三
月
八
日

※

一
八

三

八

年
三

月

八

日
。

越
後
国
出
雲
崎
※

郷
宿
相
田
屋
戸
右
衛
門
方
へ
着
の
上
、
※

御
用
状
差
上
げ
、

※
近
世
、
城
下
町
・
陣
屋
町
に
公
務
で
出
張
し

ご

う

や

ど

翌
九
日
御
裁
許
※

御
請
證
文
写
を
以
て
相
届
け
候
処
、
猶
又
御
受
書
仰
付
け
ら
れ
候
。

て
き
た
村
役
人
等
を
泊
め
る
公
邸
の
町
人
宿
。

セ
ツ
カ
に
て
貰
い
候
赤
地
毛
織
筒
袖
壱
枚
当
所
へ
持
参
致
し
候
。
同
十
一
日
同
所

※
御
用
状
：
幕
府
等
の
用
事
・
入
用
が
書
か

あ

か
ぢ
け
お
り

つ
つ
そ
で

出
立
、
帰
村
い
た
し
候
。
則
ち
御
受
證
文
写
両
通
共
、
左
に

認

置
き
候
通
り
。

れ
た
書
状
。

お
う
け
し

よ
う
も
ん

し
た
た
め

右
逗
留
中
、
同
九
日
※

差
添
の
も
の
立
会
い
に
て
戸
三
郎
よ
り
戸
右
衛
門

悴

２
０
ｐ

※
請
證
文
：
江
戸
時
代
、
民
事
訴
訟
の
判
決

さ
し

ぞ
え

せ
が

れ

伊
之
助
承
り
候
趣
、
前
書
の
通
り
に
御
座
候
。

尤

も
着
岸
の
場
所
に
て
已
に
罷
在
り
候
に
付
き

の
際
、
そ
の

裁
許
を
う
け
る
旨
書
き
記
し

も
つ
と

す
で

町
方

并

に
御
城
下
様
の
能
き
処
見
受
け
ず
候
。
右
留
書
前
後
も
之
有
り
。
右
の
外

て
、
原
告
・
被
告
か
ら
奉
行

所
に
提
出
し
た

な

ら
び

よ

と

め
が
き

珍
敷
き
義
も
之
有
る
べ
く
候
得
共
、
逗
留
之
無
く
承
り
候
。
大
荒
増
書
留
置
き
候
。

誓
約
書
。

め
ず
ら
し

お
お
あ
ら

ま
し

か
き
と
め

右
御
請
證
文
左
の
通
り
。

※
差
添
：
付
き
添
い
。



差
上
げ
申
す
一
札
の
事

越
後
國
早
川
村
次
郎
左
衛
門
船
沖
合
に
お
い
て
難
風
に
遭
い
難
船
に
お
よ
び
、

乗
組
の
も
の
共
、
異
國
へ
漂
着
の
上
送
戻
さ
れ
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
へ
上
陸
い
た
し
候

一
件
、
再
度
御
吟
味
の
上
、
水
主
傳
吉
・
戸
三
郎
、

炊

久
太
郎
義
、
五
社
丸
と

か

こ

か

し
き

唱
え
候
右
次
郎
左
衛
門
手
船
へ
船
頭
宗
吉
、
水
主
左
兵
衛
・
助
次
郎
・
八
右
衛
門
・
長
蔵

一
同
乗
組
み
、
次
郎
左
衛
門
よ
り
松
前
江
指
山
城
屋
彦
兵
衛
方
へ
相
納
め
候
米
八
百
俵

ま

つ
ま

え

え

さ

し

積
受
け
、
去
る
辰
年
七
月
中
羽
州
酒
田
湊
出
帆
い
た
し
、
同
十
五
日

な
か

江
指
へ
着
。
船
荷
物
彦
兵
衛
へ
相
渡
し
、
同
人
よ
り

鯡

の
数
の
子
八
百
廿
八
俵

に

し
ん

買
請
け
舟
積
み
い
た
し
、
同
八
月
十
二
日
同
所
出
帆
い
た
し
候
後
、
沖
合
に

お
い
て
難
風
に
遭
い
数
日
洋
上
に
漂
い
罷
在
り
候
上
、
異
國
へ
漂
着
い
た
し

宗
吉
・
長
蔵
・
助
次
郎
・
八
右
衛
門
は
そ
れ
已
前
、
左
兵
衛
は
彼
の
国
に
お
い
て
病
死

い
ぜ
ん

い
た
し
候
。
元
船
は
着
岸
の
節
、
荒
磯
へ
乗
掛
け
破
船
に
及
び
候
に
付
き
、
異
国
船

２
１
ｐ

に
て

送
戻

さ
る
。
去
々
申
七
月
中
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
へ
上
陸
い
た
し
候
義
に
之
有
り
。

お
く
り
も
ど

き
よ
き
よ

さ
る

こ
れ
あ

銘
々
宗
旨
禅
宗
或
い
は
真
言
宗
に
て
宗
門
の
義
に
付
き
※

勧
請

候
義
之
無
し
。

※
神
仏
を
ほ
か
の
場
所
に
う
つ
し
ま
つ
る
こ
と
。

か
ん
じ
よ

う

こ
れ
な

荷
物
は
多
分
漂
流
中
※

刎
捨
て
相
残
り
候
分
并
び
に
銘
々

聊

ず
つ
所
持
い
た
し
居
り
候

※
投
げ
捨
て
る
こ
と
。

は
ね

い
さ
さ

か

金
銭
・
衣
類
等
迄
元
船
へ
差
置
き
候
儘
破
船
に
お
よ

び

候
義
に
て
、
交
易
等

ま
ま

（
ひ

）

い
た
し
候
義
、
曾
て
之
無
き
様
申
立
て
、

疑
敷

筋
も
御
座
無
く
候
得
共
、
異
国
へ

か
つ

う
た
が
わ
し

き

漂
着
致
し
候
義
に
付
き
、
銘
々
御
支
配
御
代
官
并
び

御
預
所

御
役
人
・
御
領
主
・

お
あ
ず
か

り
し
よ

家
来
衆
へ
御
引
渡
し
遊
ば
さ
れ
候
間
、
其
の
御
代
官
所
并
び
に
御
預
所
又
は
御
領
分
の
外そ

と

猥
り
に
他
出
致
間
敷
く
候
。

尤

も
持
帰
り
候
品
の
内
横
文
字
書
翰
等
は
御
取
上
げ
、
其
の
餘
り

み
だ

た
し

ゆ
つ

い
た

す
ま
じ

も
つ

と

あ
ま

の
分
は
御
渡
し
遊
ば
さ
れ
候
様
仰
渡
さ
れ
候
。
且
つ
早
川
村
市
兵
衛
船
※

直
乗
船
頭
市
兵
衛
、

※
船
主
が
自
ら
船
に
乗
り
、
船
頭
を
兼
ね
て

じ

き
の
り

水
主
孫
作
・
新
左
衛
門
・
由
右
衛
門
・
三
之
丞
・
三
左
衛
門
・
長
左
衛
門
・
助
太
郎
・
常
七
・
八
兵
衛
、

回
船
業
を
お
こ
な
う
こ
と
。

か

こ
炊

文
次
郎
は
ヱ
ト
ロ
フ
島
沖
合
に
て
※

船
懸
か
り
い
た
し
居
り
候
節
、
右
傳
吉
外
弐
人
、

※
船
を
碇
泊
さ
せ
る
こ
と
。

か
し
き

乗
参
り
候
異
国
舟
に
出
逢
い
候
迄
の
旨
申
立
て
、
如
何
の
筋
も
之
無
く
、
御
構
い

い
か
ん



御
座
無
く
候
。
銘
々
御
支
配
御
代
官

御
預
所

御
役
人
へ
御
引
渡
遊
ば
さ
れ
候
様
仰
渡
さ
れ
、

お
あ
ず
か
り

し
よ

一
同
承
知
畏
み
奉
り
候
。
依
っ
て
御
請
證
文
差
上
申
し
候
處
、

件

の
如
し
。

く
だ
ん

ご
と

青
山
九
八
郎
御
代
官
所

越
後
國
蒲
原
郡
中
村
濱

百
姓

２
２
ｐ

天
保
九
戌
年
二
月
廿
五
日

水
主

戸
三
郎

爪
印

村
役
人
總
代

組
頭

勘
兵
衛

印

内
藤
紀
伊
守
御
領
分

同
国
岩
船
郡
柏
尾
村

百
姓

同

傳

吉

爪
印

村
役
人
總
代

組
頭

与
三
左
衛
門
印

上
杉
弾
正
大
弼
御
預
所

同
郡
粟
島

百
姓
弥
作
悴

炊

久
太
郎

爪
印

村
役
人
總
代

組
頭

惣

助

印

早
川
村

百
姓



直
乗
船
頭

市
兵
衛

水
主

孫

作

同

新
左
衛
門

同

由
右
衛
門

同

三
之
丞

同

三
左
衛
門

同

長
左
衛
門

同

助
太
郎

炊

文
次
郎

馬
下
村

百
姓

水
主

常

七

中
村
濱

百
姓

同

八
十
郎

右
總
代

早
川
村

喜
三
郎

印

村
役
人
總
代

２
３
ｐ

組
頭

太
左
衛
門
印

御

奉

行

所



右
は
水
共
義
、
今
般
帰
国
仕
り
候
。
依
っ
て
御
請
書

写

を
以
て
御
届
け
申
上
げ
奉
り
候
。
已
上

。

み
ず
ど
も

よ

う
け
し
よ

う
つ
し

い
じ
よ
う

右

戌
三
月
九
日

戸
三
郎

爪
印

勘
兵
衛

爪
印

印
形
当
表
へ
持
参
之
無
し

出
雲
崎

御

役

所

差
上
げ
申
す
一
札
の
事

戸
三
郎
義
、
越
後
國
早
川
村
次
郎
左
衞
門
船
へ
乗
組
み
沖
合
に
於
い
て
難
風
に
遭
い

異
国
へ
漂
着
の
上
送
戻
さ
れ
候
一
件
、
明
楽
飛
騨
守
様
御
奉
行
所
に

お
い
て
再
度
御
吟
味
の
處
、
怪
敷
義
は
之
無
く
候
得
共
、
異
国
に
滞
留

あ
や
し

き

罷
在
り
候
に
付
き
、
当
御
支
配
所
の
外
、
猥
り
に
他
出
致
し
間
敷
き
旨
仰
渡
さ
れ
、

そ
と

み
だ

ま
じ

当
御
役
所
へ
御
引
渡
に
相
成
り
帰
村
仕
り
、
其
の
様
御
届
け
申
上
げ
候
處
、

右
仰
渡
さ
れ
の
趣
、
相
聞
き
当
御
支
配
所
の
外
猥
り
に
他
出
仕
り
間
敷
き
旨

仰
渡
さ
れ
承
知

畏

奉
り
候
。
依
っ
て
御
請
證
文
差
上
げ
申
す
処
、
件
の
如
し
。

か

し
こ
み

お

う
け
し
よ
う

も
ん

当
御
代
官
所

越
後
國
蒲
原
郡
中
村
濱

百
姓

天
保
九
戌
年
三
月
十
日

戸
三
郎

爪
印



役
人
總
代

組
頭勘

兵
衛

爪
印

青
山
九
八
郎
様

御

役

所





小
泉
蒼
軒
文
庫

漂

流

談駭
耳
録
第
十
九
の
内





漂
流
談

※

早
川
村
長
門
屋
次
郎
左
衞
門

龍
宮
丸

※

水
主
※

中
村
濱
戸
三
郎

１
ｐ

※
村
上
市
早
川
。

は

や
か
わ
む

ら

な

が
と
や
じ

ろ
う
ざ
え
も

ん

り

ゆ
う
ぐ
う

ま
る

か

こ

な

か
む
ら
は

ま

と

さ
ぶ
ろ
う

※
水
主
：
下
級
船
員
。

早
川
村
長
門
屋
次
郎
左
衞
門
沖
船
頭
惣
吉
・
水
主
傳
吉
〔
※
か
し
尾
の

岡
使

〕

・

※
中

村

濱

：
胎

内

市
中

村

浜

。

お
き
せ
ん
ど

う

お

お
か
づ
か

い

久
太
郎
〔
※
青
嶋

食

た
き
〕

・
私
外
四
人
都
合
八
人
乗
り
、
龍
宮
丸
に

※
か
し
尾
：
村
上
市
柏
尾
。

め

し

ほ
か

数
の
子
・
油
か
す
等
積
込
み
、
※

天
保
三
辰
年
八
月
十
二
日
、
松
前
江
差
を
出
帆
。

※
青
嶋
：
粟
島
の
こ
と
。

か
ず

ま
つ
ま

え

え
さ
し

兵
庫
を
志
し
馳
登
り

候

処

、
船
路
を
考
え
九
州

※

天

保
三

辰

年

：
一

八

三

二
年

。

ひ
よ

う
ご

は
せ

そ
う

ろ
う
と
こ

ろ

ふ
な

じ

手
前
に
て
一
夜
流
居
り
候
処
、
夜
の
間
に
方
角
取
失

い

、
長
門
路
へ

（

ひ
）

な

が
と

乗
り
候
事
叶
わ
ず
、
九
州
の
先
を
乗
廻
し
馳
候

處

、

こ
と

と
こ
ろ

※

大
東
洋
へ
乗
出
し
候
と
見

え

、
目
当
て
之
無
く
成
り
候
故
、

※
太

平

洋

の
古

称

。

だ
い
と
う

よ
う

（
ひ
）

こ
れ
な

ゆ
え

何
方
と
い
う
当
も
な
く
馳
候
内
、
水
を
切
ら
し
、
雨
水
を

あ
て

あ
ま
み

ず

呑
み
罷
在
り
候
故
、
乗
組
の
内
壱
人
病
気
付
き
、
三
日
程
相
立
ち

ま
か
り

あ

ゆ
え

あ
い
た

死
去

仕

り
候
。
其
の
後
追
々
に
病
付
き
候
者
之
有
り
、
船
頭
惣
吉
申
し
候
は

つ
か

ま
つ

そ

こ
れ

あ

此
分
に
て
は

何

の
陸
地
に
付
き
候
共

斗

知
れ
ず
、
斯
く
死
人
を
船
中
に

こ

の
ぶ
ん

い

ず
れ

は

か
り

か

差
置
き
候
て
は
船
の
穢
に
も
相
成
り
如
何
に
候

間

水
葬
致
す
べ
し
。

２
ｐ

い
か
が

あ
い
だ

尤

も
此
の
後
死
去

仕

り
候
者
、
我
等
始
め
右
様
い
た
し
然
る
べ
し
と
申
し
候
故
、

も
つ
と

つ
か
ま
つ

ゆ
え

船
中
一
統
、
尤
も
と
存
じ
右
死
骸
を
※

薄
べ
り
に
包
み
、
海
底
に

※
裏
を
付
け
、
縁
を
つ
け
た

筵
。

水
葬
仕
り
候
。
其
の
後
船
頭
惣
吉
外
水
主
弐
人
共
に
病
気

ほ
か

か
こ

死
去
仕
り
候
。
右
同
様
水
葬
に
仕
り
候
。
都
合
四
人
死
去
仕
り
候
。

残
る
四
人
の
内
、
私
壱
人

煩

い
申
さ
ず
、
三
人
の
者
共
は
余
程
不
快
に
御
座
候
。

ひ
と
り

わ
ず
ら

其
の
内
飯
米
も
不
足
に
相
成
り
候
間
、
一
日
米
四
、
五
合
ず
つ

私
※

炊
子
仕
り
、
食
入
し
中
を
杓
子
を
以
て
四
つ
に
分
け
、
銘
々
の
分
与

え

、

※

炊
事

を

す

る
こ

と

。

カ
シ
キ

た

べ
い

り

う
ち

し
や
く

し

（
ひ
）

勝
手
次
第
一
日
の
糧
に
喰
わ
せ
申
し
候
。
薪
も
無
く
成
り
候
故
、

か
て

江
差
よ
り
持
参
候
秘
蔵
の
楫
も
打
割
り
薪
に
い
た
し
申
し
候
。

か
じ



※

焼
油
も
無
く
な
り
夜
分
は
東
西
分
か
ら
ず
。
其
の
上
船
中
残
ら
ず
病
人

※

照
明

用

の
こ

と

か

。

に
て
明
日
共
申
さ
れ
ぬ
命
の
者
共
而
已
に
御
座
候

え

ば
、

の
み

ご
ざ
そ

う
ら

（
へ
）

其
の
淋
し
き
事
申
す
べ
き
様
御
座
無
く
候
。
私
壱
人
病
気
も
之
無
き
事
故
、

よ
う

こ
と

ゆ
え

死
に
残
り
壱
人
に
て
跡
よ
り
死
申
す
べ
き
抔
取
越
し
思
案
し
見
申
し
候
得
ば
、

な

ど

そ

う
ら
え

中
々
以
て
心
細
き
事
申
す
べ
き
様
御
座
無
く
候
。

凡
そ
斯
く
の
如
く
漂
居
り
候
内
、
百
日
余
り
之
有
り
。

か

最
早
飯
米
四
五
合
に
相
成
り
候
時
、
漸
々
山
を
見
付
け
候
故
、

は
ん
ま

い

よ
う
よ

う

食
焚
き
久
太
郎
に
梶
を
取
ら
せ
、
私
表
に
相
立
ち

め
し

た

か
じ

異
國
に
て
も
乗
付
け
申
す
べ
し
と
馳
参
り
候
処
、
久
太
郎
義
泣
出
し

梶
取
る
事
叶
わ
ざ
る
由
申
し
候
故
参
り
見
候
處
、
久
太
郎
義

か

な

※

紅
丸
大
き
に
腫
れ
上
が
り
痛
み
堪
え
が
た
き
様
子
に
候
故
、

※
又

は

睾

丸
か

。

コ
ウ
モ
ン

あ

私
立
ち
替
わ
り
申
す
べ
し
と
存
じ
候
処
、
櫓
の
下
よ
り
壱
人
は
い
出
、

替
わ
り
申
す
べ
し
と
云
い
候
故
、
久
太
郎
を
休
め
申
し
候
。

夫
よ
り
又
々
表
へ
立
ち
出
で
見
候
処
、
最
早
嶋
も
段
々
近
く

そ
れ

相
成
り
候
故
、
持
参
候
金
子
弐
両
程
之
有
り
候
を
股
引
に
結
付
け
、

き

ん
す

に

り
よ
う

こ

れ
あ

も

も
ひ
き

如
何
様
の
所
に
流
付
き

候
共

、
命
さ
へ
之
有
り
候
わ
ば
失
い
申
す
間
敷
と
存
じ
、

そ
う
ろ
う
と

も

ま
じ
く

其
の
内
船
磯
へ
付
け
申
し
候
を
異
国
人
四
五
人
参
り
、
何
れ
の

者
な
り
と
相
尋
ね
候
様
子
に
候
得
共
、

辞

少
し
も
相
分
か
り
申
さ
ず
。

こ
と
ば

彼
の
者
共
、
船
の
名
を
見
付
け
リ
ウ
ク
ウ
と
申
す
様
に
讀
申
し
、

３
ｐ

よ
み

承
知
い
た
し
候
様
子
に
相
見

え

、
夫
よ
り
紙
筆
を
与

え

候
故
、

（
ひ

）

（
ひ

）

則
ち
日
本
と
記
し
遣
り
候
得
ば
、
う
な
ず
き
申
し
候
。
私
共
の
船
に
乗
移
り

や

別
所
へ
乗
廻
し
候
。
彼
の
者
共
の
様
子
を
見
る
に
別
心
も
之
無
き
様
子
に
候
故
、

こ
れ
な

股
引
に
付
置
き
候
金
子
を
取
り
、
神
棚
の
後
ろ
に
納
め
申
し
候
。

夫
よ
り
船
中
に
て
一
夜
を
明
か
し
、
夜
明
け
頃
※

間
と
覚
し
き
所
へ

※
船
の
泊
ま
る
所
。
ふ
な
が
か

り
。

ま



乗
込
み
候
處
、
岩
上
に
乗
掛
け
破
船
い
た
し
候
間
、
て
ん
ま
船
に

取
乗
り
上
陸
仕
り
候
処
、

櫓
下

に
煩
い
臥
居
り
候
二
人
の
者
共
、

や
ぐ
ら

し
た

ふ
せ

起
出
で
、
共
に
助
け
呉
れ
候
様
叫
び
候
故
、
又

＜
て
ん
ま
船
乗
り
返
し
、

助
け
乗
り
候
得
ば
、
船
は
残
ら
ず
分
破
仕
り
候
。
右
の
始
末
に
候
故
、

金
子
其
の
外
残
ら
ず
海
底
に
※

す
た
り
、
四
人
の
者
共
命

斗

助
か
り
申
し
候
。

※
す

た
る

〔

廃
る

〕
不

明

に
な

る

。

だ
め

に
な

き
ん
す

ば
か
り

た

す

夫
よ
り
ミ
チ
バ
ラ
ン
チ
と
申
す
人
の
家
へ
罷
伴
い
、
介
抱
に

る
。

預
か
り
申
し
候
。
此
の
国
の
名
は
ヲ
ハ
ホ
と
申
す
由
承
り
申
し
候
。

十
日
余
り
同
人
宅
に
罷
在
り
、
明
家
壱
軒
借
受
け
別
居
仕
る
。
万
事
入
用
の
品
は

あ
き

や

同
人
并
び
に
今
壱
人
何
の
某
と
申
す
者
よ
り
送
呉
れ
候
様
子
と
相
見
申
し
候
。

な

ら

一
体
此
の
島
の
義
は
小
嶋
に
て
、
外
同
様
の
嶋
二
つ
、
都
合
三
嶋
に
て

ほ

か

一
国
に
い
た
し
候
様
承
り
申
し
候
。

身
元
宜
敷
者
は
大
体
※

余
國
よ
り
の
出
店
の
者
に
て
、
土
地
の
者
は
一
向
見
苦
鋪
き
暮
ら
し

※

他
国

の

こ
と

。

よ
ろ
し
き

よ

こ
く

み
ぐ
る
し

方
に
相
見
申
し
候
。

家
作
の
義
は
掘
立
て
柱
に
御
座
候
て
、
食
料
は
小
麦
に
牛
・
ぶ
た
・
魚
類
を

食
用
に
仕
り
候
。

ミ
チ
バ
ラ
ン
チ
の
所
は
材
木
を

畳

上
げ
候
家
作
に
て
、
舟
并
び
に

商
物

を
渡
世
と
い
た
し
候

た
た
み

あ

な
ら

あ
き
な
い
も

の

様
子
に
御
座
候
。
店
に
は
木
綿
類
・
其
の
外
品
々
賣
り
申
し
候
。
召
遣
い
の
者
共
は

手
代
・
其
の
外
食
焚
等
に
至
る
迄
、
凡
そ
十
四
五
人
大
体
カ
ン
ト
ウ
人
に
御
座
候
由
。

め
し

た
き

じ
ゆ
う

し
ご
に
ん

か
し
尾
傳
吉
義
は
店
へ
立
入
り
手
傳
い
い
た
し
候
所
、
彼
の
者
共
国
よ
り
の
手
紙
な
り
と
て

見
せ
候
所
、
経
文
の
様
成
る
字
体
に
御
座
候
。
其
の
者
共
は
此
の
島
に
参
居
り
候
故
、

此
の
嶋

辞

を
相
用
い
候
得
共
、
実
は
言
語
相
違
い
候
様
存
じ
申
し
候
。

４
ｐ

こ

と
ば

あ

い

た

が

水
の
事
を
ス
イ
、
米
の
事
は
マ
イ
と
申
す
抔
は
文
字
に
相
叶
い
候
様
存
じ
候
。

な
ど

右
カ
ン
ト
ウ
人
の
義
は
髪
を
く
る
り
と
剃
り
、

正
中

に
髪
を
立
て
、
け
先
を
組
に
い
た

せ
い
ち
ゆ

う

し
後
ろ
へ
遣
り
申
し
候
。
此
の
國
の
も
の
は
惣
髪
に
て
櫛
を
指
し
く
る

＜
と
巻
留
め
申



し
候
。

其
の
外
黒
ん
坊
も
此
の
嶋
に
多
く
相
見
申
し
候
。
面
体
并
び
に
惣
身

悉

く

な
ら

こ
と
ご

と

墨
を
塗
り
候
様
見

え

申
し
候
。

（
へ

）

一
体
家
作
は
土
間
に
御
座
候
故
、
腰
掛
け
を
銘
々
致
居
り
申
し
候
。

夜
分
は
余
程
大
き
な
る

凉
臺

様
の
も
の
ゝ
上
に
臥
せ
、
夜
着
は
御
座
無
く
候
。

す
ず
み
だ
い

米
も
御
座
候
得
共
、
田
は
見

え

申
さ
ず
一
向
不
足
の
様
子
に
候
得
共
、

（
ひ
）

私
共
に
は
始
終
米
を
食
わ
せ
申
し
候
。

一
体
暖
国
に
御
座
候
間
、
私
共

閏

十
一
月
三
日
頃
着
き
候
所
、
西
瓜
を

う
る

う

す
い

か

食
わ
せ
申
し
候
。
南
ば
ん
の
木
、
茄
子
の
木
抔
は
余
程
大
き
成
る
が

な

ど

見

え

申
し
候
。
八
石
芋
を
殊
の
外
沢
山
に
て
※

大
前
小
前
共
に
食
用
仕
り
候
。

※

裕

福

な
者

も

貧

し
い

者

も

の
意

。

（

ひ
）

お

お
ま
え
こ

ま
え

其
の
外
薩
摩
芋
を
ヲ
ワ
ラ
と
申
し
て
、
是
亦
食
用
仕
り
候
。

さ
つ
ま
い

も

こ
れ
ま
た

嶋
主
と
見

え

鉄
砲
廿
挺
位
も
持
た
せ
通
行
仕
り
候
。

（
ひ
）

私
共
居
り
候
内
、
ミ
チ
バ
ラ
ン
チ
、
其
の
外
然
る
べ
き
者
共
寄
集
ま
り
、
芝
居
を
仕
り

候
。
大
き
な
る
箱
の
内
に
車
を
か
ら
く
り
、
廻
る
に

随

い
面
白
き
音
を
立
て
申
し
候
。

し
た

が

其
の
拍
子
に
連
れ
、
大
勢
手
を
取
合
い
、
足
を
踏
み
申
し
候
。

つ

ら

手
は

働

し
申
さ
ず
、
足
に
て
踊
り
申
し
候
、
時
々
互
い
に
下
を
く
ゞ
り

ウ
ゴ
カ

抔
仕
り
候
。
哥
は
謡
い
申
さ
ず
。
胴
の
丸
き
三
弦
に
針
金
の
糸
を
掛
け

な
ど

う
た

引
き
申
し
候
。
集
ま
り
候
銭
は
嶋
主
に
呉
れ
候
様
子
に
御
座
候
。

通
辞
は
御
座
無
く
候
故
、
私
共
胸
を
差
し
、
又
西
の
方
差
し
見
せ
申
し
候
得
ば
、

ブ
リ
セ
イ
と
申
し
候
。
返
す
と
申
す
事
の
由
に
御
座
候
△
。

△
（
頭
注
）
此
の
島
に
て
承
り
候
得
ば
、
日
本
も
カ

凡
そ
此
の
島
に
居
り
し
事
壱
年
半
程
。
賣
船
に
便
船
仕
り
、
海
上
日
数
三
十
日
程
に
て

ン
ト
ウ
も
皆
西
の
方
に
當
た
り
候
由
に
御
座
候

セ
ン
カ
と
申
す
所
へ
罷
送
り
申
し
候
。
矢
張
り
ヲ
ロ
シ
ヤ
國
の

由
に
御
座
候
。
船
頭
の
名
は
カ
ヘ
ナ
ハ
タ
と
申
し
候
。
船
は
※

角
を
以
て

５
ｐ

※

角
材

の

こ
と

。

か
く

丈
夫
に

拵

え

、
帆
は
幾
つ
も
御
座
候
。

こ
し
ら

（
ひ
）



此
の
セ
ン
カ
の
義
は
ヲ
ホ
ツ
カ
よ
り
千
四
五
百
里
も
北
の
方
に
御
座
候
故
、

※

寒
國
に
御
座
候
。
家
作
り
も

材
木
を

畳

上
げ
隙
之
無
き
様
拵

え

、
三
尺
間
位
に

※

寒
気

の

強

い
国

の

こ

と
。

か
ん
こ

く

た
た
み

あ

す
き

こ
れ
な

（
ひ
）

ま

三
尺
程
の
窓
を
開
き
、
ギ
ア
マ
ン
を
張
り
申
し
候
。
屋
根
は
壱
寸
板
を
※

銭
つ
き
に

※

銭
つ

ぎ

、
浅

継

か
、

板
の

継

ぎ
方

と

思
わ

れ

葺
揚
げ
た
る
も
の
に
御
座
候
。
此
の
所
も
矢
張
り
土
間
に
て
、
然
る
べ
き
者

る
が
不
明
。

に
て
も
土
間
に
板
を
並
べ
候
位
の
事
故
、
銘
々
腰
掛
を
致
し
申
し
候
。

正
月
・
其
の
外
客
来
の
節
抔
は
腰
掛
を
客
の
数
程
並
べ
置
き
、
膳
は

な
ど

銘
々
に
て
は
之
無
く
、
大
き
な
る
廣
い
蓋
に
獣
を
蒸
焼
き
に
い
た
し
其
の
儘
差
出
し
、

座
敷
に
て
庖
丁
仕
り
、
銘
々
亦
小
刀
に
て
能
き
加
減
に
切
り
匙
に
て
食

い

申
し
候
。

ま
た

さ
じ

（
ひ

）

食
事
相
済
み
候
と
、
客
の
前
へ
巻
た
ば
こ
を
出
し
申
し
候
。
不
断
は
大
き
な
る
焼
き
物

ふ

だ
ん

の
長
さ
三
尺
位
の
き
せ
る
に
て
昼
夜
と
も
蝋
燭
の
火
に
て
呑
み
申
し
候
。

酒
は
焼
酎
の
如
き
辛
き
物
に
御
座
候
。

夜
に
入
り
候
得
ば
、
蝋
燭
を
弐
十
三
十
も
座
敷
の
廣
狭
に
従
い
燈
し
、

其
の
外
庭
の
辺
り
迄
も
蝋
燭
を
燈
し

百
八
燈
を
燈
し
候
様
に
極
く
明
る
く
仕
り
候
。

衣
類
は
股
引
の
様
成
る
も
の
を
は
き
、
鉄
砲
袖
・
ぼ
た
ん
懸
け
の
着
物
を
着
し
、

身
分
に
従

い

、
肩
の
辺
に
糸
に
て
丸
く
紋
の
心
に
縫
い
物
い
た
し
、
房
を
提
げ
申
し
候
。

（

へ
）

し

ん

さ

尤

も
宜
敷
者
は
金
糸
を
用
い
房
も
長
く
仕
り
候
。
脇
差
し
を
提
げ
※

花
笠
を
か
む
り
申
し
候
。

※
造

花

な
ど

で

か

ざ
っ

た

笠

。

も

つ
と

よ
ろ
し
き
も

の

さ

は
な
が
さ

寒
さ
の
時
節
は
火
を
焚
き
候
得
ば
、
室
屋
の
如
く
相
成
り
、

袷

位
に
て
、
事
済
み
申
し
候
。
夜
分
は
夜
具
之
無
く
候
得
ど
も
、
床
の
上
に

あ
わ
せ

毛
ふ
と
ん
を
敷
き
、
毛
氈
を
一
二
枚
も
着
し
臥
し
申
し
、
中
々
寒
さ
御
座
無
く
候
。

も
う

せ
ん

此
の
島
人
の
髪
の
毛
は
赤
白
色
に
て
、
髪
の
毛
を
組
に
い
た
し
結
い
申
し
候
。

く
み

米
は
一
向
不
足
、
多
く
肉
食
に
御
座
候
。
か
れ
い
は
殊
の
外
大
き
成
る
物
に
て
、

先
ず
並
と
申
し
候
が
両
人
に
て
荷
な
い
、
尾
は
地
を
す
り
候
位
の
物
に
御
座
候
。

凡
そ
此
の
島
に
居
り
候
事
一
年
程
、
又
々
海
上
千
里
程
ヲ
ホ
ツ
カ
と
申
す
所
へ
送
ら
れ
、

６
ｐ

ナ
シ
タ
シ
イ
ヂ
ン
ヂ
ン
と
申
す
人
の
所
に
介
抱
に
預
か
り
罷
在
り
候
。
此
の
国
も
セ
ン
カ
と



同
様
ヲ
ロ
シ
ヤ
国
の
由
承
り
申
し
候
。
島
振
り
は
※

ヤ
シ
カ
に
格
別
相
違
の
儀

※

セ
ン

カ

の
誤

り

。

御
座
無
く
候
得
共
、
寒
気
は
亦
々
倍
候
様
覚
え
申
し
候
。
松
前
高
田
屋
金
平

ま
た
ま
た

通
行
の
後
、
至
っ
て
日
本
の
事
委
敷
事
に
御
座
候
。

く
わ

し
き
こ
と

私
儀
去
る
仕
立
屋
様
の
店
前
を
罷
通
り
候
得
ば
、
内
よ
り
手
招
き
仕
り
候
故
立
寄
り
候
処
、

し
た

て

や

よ

う

日
本
人

袴

・
羽
織
に
て
座
居
り
候
絵
を
一
枚
見
せ
申
し
候
。
※

「
エ
イ
タ
チ
ヤ
ウ
ワ
」
と

※
「

こ

れ
、

何

か

。
」

と

い

う
こ

と

。

は
か
ま

は
お
り

問
い
申
し
候
え
ば
、
高
田
屋
と
答
え
申
し
候
。
惣
て
私
ど
も
儀
は
何
方
へ
参
り

す
べ

見
物
い
た
し
候
て
も
更
に
※

誰
何
（
本
人
に
）
仕
ら
ず
候
得
共
、
何
れ
も
辺
鄙
成
る
所
に
罷
在

※
「
だ
れ
か
」
と
呼
び
と
め
る
こ

と
。

す

い
か

へ
ん
ぴ

り
候
故
、
能
き
所
は
見
申
さ
ず
候
。
茶
を
呑
み
居
り
候
所
へ
参
り
懸
か
り
候
得
ば
，
私
共
に
も

茶
を
與
へ
候
。
茶
は
砂
糖
を
入
れ
呑
み
申
し
候
。

あ

た

私
此
の
国
に
罷
居
り
候
内
、
足
痛
幷
び
に
※

口
熱
を
煩
い
歯
茎
垂
下
り
候
位
に
て

※

口

中

の
熱

。

な

ら

こ

う
ね
つ

は

ぐ
き

醫
者
に
懸
か
り
候
処
、
診
脈
抔
仕
り
、
水
薬
を
与
え
、

病
中

は
日
々
見
舞
い
、
食
物
の

な
ど

び
よ
う
ち

ゆ
う

塩
梅
を
差
図
仕
り
候
。
私
ど
も
其
の
宅
へ
参
り
候
時
も
之
有
り
。
薬
は
残
ら
ず
水
薬
に
て

あ

ん

ば

い

こ
れ
あ

ギ
ア
マ
ン
徳
利
に
幾
つ
も
貯
え
置
き
候
。

此
の
所
に
て
水
主
一
人
死
去
仕
り
候
。
※

取
置
・
経
文
等
は
他
宗
は
成
ら
ざ
る
由
に
て
其
れ

く
に
及
ば

※

埋

葬
。

か
こ

と
り
お
き

ず
候
。

彼
の
国
の
僧
は
名
を
ポ
ウ

く
と
申
し
候
て
、
残
ら
ず
惣
髪
に
て
妻
帯
い
た
し
、
経
文
抔
も
少

そ
う
は
つ

な
ど

々
之
有
り
候
様
子
。
日
々
参
詣
の
者
に
説
法
し
聞
か
せ
候
様
子
に
て
、
佛
事
之
有
る
候
時

は
八
角
堂
の

檐

に
大
き
成
る
鈴
を
懸
け
、
縄
を
付
け
、
一
度
に
引
き
鳴
ら
し
、
賑
や
か
成

ひ
さ
し

る
事
に
御
座
候
。

惣
て
婚
儀
は
ポ
ウ

く
媒
酌
に
て
妻
を
※

向
え
取
り
候
後
、
不
縁
等
致
し
候
え
ば
、

※

迎

え
。

ふ
え

ん

後
妻
を
向
え
候
事
、
再
縁
等
叶
わ
ず
候
。
死
に
別
れ
は
二
度
迄
赦
し
候
得
ど
も
、

ゆ

る

三
度
に
及
び
候
得
ば
、
叶
わ
ざ
る
様
子
に
承
り
候
。
此
の
国
は
ポ
ウ

く
を

か
な

※

生
民
の
始
め
と
致
し
候
由
に
御
座
候
。

※

た
み

。

せ
い
み
ん

男
女
と
も
髪
の
毛
は
赤
白
く
、
目
付
き
は
上
づ
り
、
少
し
上
の
方
を
見
候
得
ば
、

瞳

上

ひ
と
み



り
※

目
縁
に
隠
れ
申
し
候
。

※

目
の

ふ

ち
。

ま
ぶ
ち

鼻
紙
は
三
尺
四
面
程
の
木
綿
を
腰
に
付
置
き
絶
え
ず
鼻
下
を
拭
い
申
し
候
。

７
ｐ

も
め
ん

ナ
シ
タ
シ
イ
チ
ン

＜
我
等
へ
申
聞
け
候
は
、
此
所
よ
り
※

王
城

迄
は
往
辺
六
ヶ
月
は

※

王

宮
。

ま

た

、
都

。

も
う

し
き

こ
こ

お
う

じ
よ
う

懸
か
り
候
。
先
達
て
伺
い
に
差
立
て
候
が
、
若
し
王
城
迄
差
出
す
様
申
し
来
る
べ
く
も

相
知
ら
ざ
る
の
由
申
し
候
に
付
き
、
私
ど
も
一
統
案
事
罷
在
り
候
得
共
、

あ
ん
じ

其
の
義
無
く
、
一
年
早
く
帰
国
致
さ
れ
候
。

此
所
に
滞
留
又
一
年
程
に
、
ヲ
ホ
ツ
カ
よ
り
ヲ
ロ
フ
へ
参
り
候
。

こ
こ

革
積
船
に
便
船
い
た
し
送
ら
れ
候
。
別
れ
に
臨
み
色
々
の
入
用
小
道
具

与
え
申
し
候
。
海
上
三
十
日
程
を歷

て
※

天
保
七
申
年
七
月
中
旬

※

天

保
七

申

年

：
一

八

三

六
年

へ

ヲ
ロ
フ
へ
着
い
た
し
候
。

此
の
ヲ
ロ
フ
の
島
は
イ
ト
ロ
フ
自
海
上
七
八
里
隔
た
り
、
革
類
沢
山
の
所
に
御
座
候
。

よ
り

私
共
参
り
候
時
も
ラ
ッ
コ
の
革
の
四
五
尺
位
成
る
を
多
く
干
置
き
申
し
候
。

右
の
船
に
革
類
積
込
み
、
帰
り
懸
け
に
私
共
を
イ
ト
ロ
フ
へ

相
渡
し
候
図
用
意
致
し
来
た
り
候
處
、
松
前
御
国
御
役
人
衆
鉄
砲
を

と

打
ち
寄
付
け
ず
候
故
、
私
幷
び
に
傳
吉
両
人
に
、
上
陸
致
し
、
送
り

な

ら

来
た
り
候
訳
申
入
れ
、
其
の
式
致
す
べ
き
由
申
付
け
、
私
共
両
人
を
革
小
船
に
乗
せ

押
出
し
候
所
、
尚
々
鉄
砲
厳
重
隙
無
く
打
立
て
、
鉄
丸
キ
ウ

く
鳴
響
き

き
び
し
く

ひ
ま

舟
の
前
後
に
落
ち
候
間

畏

て
帰
り
申
し
候
。

お
そ
れ

其
の
後
船
を
別
所
へ
付
け
、
傳
吉
・
久
太
郎
両
人
を
上
陸
致
さ
せ
、

右
訳
申
す
べ
き
由
に
候
処
、
大
切
の
御
固
め
の
場
所
故
、

日
本
人
壱
両
人
故
に
て
防
ぎ
方

弛
難

き
由
に
候
。
承
知
致
さ
ず
頻
り
に

ゆ

る
め
が
た

し

き

大
筒
打
懸
け
候
故
、
船
頭
メ
ト
ロ
イ
ワ
ン
ジ
、
私
を
見
、
指
に
て
自
分
の

胸
を
差
し
、
耐
え
難
き
由
申
し
候
。
私
餘
り
笑
止
に
御
座
候
故
、
海
中
に
飛
び
入
り

泳
ぎ
付
き
申
す
べ
き
由
申
し
候

え

共
、
待
つ
べ
き
様
申
し
聞
け
候
。

（
へ
）



其
の
夜
少
し
も
睡
る
事
出
来
申
さ
ず
。
翌
※

早
天
私
を
別
所
へ
上
陸
致
さ
せ
、
別
れ
に

※

早
朝

。

そ
う
て
ん

臨
み
て
茶
幷
び
に
砂
糖
壱
壺
・
米
壱
斗
程
・
飯
鍋
・
茶
鍋
・
風
鈴
を
与

え

、
手
を

な
ら

（
へ
）

取
り
を
頬
を
付
け
、
口
を
合
わ
せ
、
別
れ
の
礼
を
い
た
し
遣
り
申
し
候
。
手
を
互
い
に

取
合
い
候
を
彼
等
同
輩
の
禮
に
致
し
候
。
私
上
陸
い
た
し
候
上
、
大
筒
二
挺

一
度
に
打
拂
い
出
船
仕
り
候
、
松
前
役
人
衆
へ
遣
わ
し
物
の
端
物
も
余
程
持
参
致
し

８
ｐ

は
も
の

候
得
ど
も
、
右
の
仕
合
故
、
遣
わ
し
申
さ
ず
候
。
且
つ
私
ど
も
へ
の
あ
た
へ
も
の
も

し
あ
い

面
々
故
、
必
要
の
品
耳
呉
れ
申
し
候
。
※
同
八
酉
年
出
府
い
た
し

※

同

八
酉

年

：

一
八

三

七

年

の
み

同
九
戌
年
三
月
帰
国
仕
り
候
。
右
※麤

＜
御
話
申
上
候
。

※
ざ
っ
と
。
大
略
。

あ

ら

あ

ら

ヲ
ロ
シ
ヤ
の
言
語
同
人
記
得
分

エ
イ
タ
チ
ヤ
フ
ワ
〔
是
何
と
云
う
事
〕
セ
イ
フ
カ
〔
女
〕
モ
シ
キ
〔
男
と
云
う
事
〕
ド
ロ
ブ
カ
〔
き
せ
る
と
云
う
事
〕

ダ
ワ
イ
〔
被
下
と
云
う
事
〕
チ
ヤ
シ
カ
〔
茶
わ
ん
の
事
〕
ワ
タ
〔
水
の
事
〕
ヲ
コ
ン
〔
火
の
事
〕
ポ
ウ

く
〔
御
寺
の
事

〕

く

だ
さ
れ

ス
エ
チ
カ
〔
蝋
燭
の
事
〕
カ
ビ
タ
ン
〔
頭
と
い
う
事
〕
チ
ヤ
ニ
キ
〔
茶
鍋
の
事
〕
マ
レ
ン
カ
〔
小
供
の
事
〕
ア
ケ
タ
ヒ
〔
何
所
へ
行
く
と
い
う
事
〕

イ
デ
ス
ダ
〔
来
た
れ
と
い
う
事
〕
タ
バ
コ

ド
モ
〔
家
の
事
〕
カ
ネ
ヤ
〔
※
加
治
の
事
〕
カ
ワ
ヨ
〔
馬
の
事
〕

※
鍛

冶

ゴ
ロ
ワ
〔
牛
の
事
〕
サ
バ
コ
〔
犬
の
事
〕
コ
シ
カ
〔
猫
の
事
〕
コ
ロ
バ
〔
米
の
事
〕
ラ
ヲ
タ
ン
〔
医
者
の
事
〕
ロ
カ
〔
手
の
事
〕
ノ
ケ
〔
足
の
事
〕

ラ
シ
ヤ
〔
目
の
事
〕
ト
ロ
フ
〔
木
の
事
〕
ヲ
コ
シ
カ
〔
窓
の
事
〕
ニ
ズ
ナ
ヨ
〔
不
知
と
い
う
事
〕
ナ
イ
ト
〔
無
と
い
う
事
〕
ヨ
シ
ヨ
シ
〔
有
り
と
い
う
事
〕

ガ
マ
〔
下
駄
の
事
〕
ビ
レ
ハ
〔
髪
そ
り
の
事
〕
ノ
ウ
セ
キ
〔
食
べ
も
の
の
事
〕
ソ
リ
〔
塩
の
事
〕
シ
ヤ
カ
〔
砂
糖
の
事
〕
ア
レ
ハ
〔
魚
の
事
〕

ホ
ロ
シ
カ
〔
笠
の
事
〕
カ
ス
ト
リ
カ
〔
鍋
の
事
〕
ヲ
ウ
ツ
カ
〔
酒
の
事
〕
ペ
イ
〔
呑
む
と
云
う
事
〕
ソ
ン
ナ
〔
船
の
事
〕
ヤ
リ
キ
〔
て
ん
ま
の
事
〕

ソ
ン
ザ
〔
日
の
事
〕
メ
セ
イ
シ
〔
月
の
事
〕
ヲ
ブ
ラ
コ
〔
星
の
事
〕
ゼ
ン
〔
昼
の
事
〕
ナ
ウ
チ
ウ
〔
夜
の
事
〕
シ
ツ
ペ
〔
臥
せ
る
と
云
う
事
〕

シ
タ
ワ
ヒ
〔
起
き
る
と
云
う
事
〕
ビ
ツ
セ
〔
字
を
書
く
事
〕
ブ
マ
カ
〔
紙
の
事
〕
ラ
ハ
ホ
〔
髪
の
事
〕
バ
ツ
セ
バ
〔
忝
な
し
と
云
う
事
〕
ダ
ラ
ス
テ
〔
應
對
の
事
〕

ス
ラ
ト
ナ
〔
好
き
と
云
う
事
〕
ト
ロ
ソ
ナ
〔
同
上
〕
サ
ビ
ラ
〔
刀
の
事
〕
サ
ダ
テ
ン
〔
刀
さ
し
の
事
〕
ソ
ク
ナ
ウ
〔
羅
紗
の
事
、
〕
ナ
ツ
ワ
イ
〔
着
類
の
事
〕

ホ
シ
テ
〔
馬
銃
の
事
〕
ネ
カ
〔
黒
と
云
う
事
〕
ビ
レ
〔
白
き
事
〕
ト
シ
〔
雨
の
事
〕
ト
ウ
ラ
セ
ン
〔
天
気
の
事
〕
ス
ネ
カ
〔
雪
の
事
〕

モ
レ
イ
〔
海
の
事
〕
ブ
ワ
〔
ぶ
た
の
事
〕



此
の
漂
流
談
※

立
賣
町
市
島
氏
よ
り
三
月
十
四
日
借
り
得
て
、
渡
邉
主
人
鎌
倉
吉
沢
子

※
立
売
町
：
新
発
田
市
街
南
側
、
新
津
・
水
原
街
道

た
ち

う
り

を
た
の
み
て
書
寫
し
お
き
ぬ
。
同
廿
四
日
寅
時
迄
燈
下
に
校
合
畢
る
、
出
雲
崎

よ
り
入
り
、
大
栄
町
信
号

右
折
し
た
道
路
沿
い
の

お

わ

に
て
得
た
る
書
と
ひ
き
あ
わ
せ
み
る
べ
し

小
泉
氐
計

町
。
寺
町
の
手
前
。

も
と
か
ず









年
譜
（
出
帆
か
ら
帰
国
・
帰
村
ま
で
）

天
保
三
辰
（
一
八
三
二
）
年

○
戸
三
郎
、
早
川
村
次
郎
左
衞
門
か
ら
水
主
に
雇
わ
れ
、
三
月
「
五
社
丸
」（
四
〇
〇
石
積
）
に
米
九
〇
〇
俵
を
積
み
入

れ
、
越
後
国
新
潟
湊
を
出
帆
。

・
備
後
尾
ノ
道
で
米
を
売
却H

ｪ

四
月
、
石
州
長
浜
で
鉄
を
積
み
込
み
、
越
後
国
海
老
江
浦
で
荷
揚H

ｪ

羽
州
酒
田
湊
で

売
り
米
八
〇
〇
俵
積
み
込
み
、
七
月
十
三
日
出
帆H

ｪ

七
月
十
五
日
、
松
前
江
指
港
に
入
津
。
米
を
陸
上
げ
し
た
後
、

鯡
の
鰊
鯑
八
二
八
俵
積
み
込
み
、
八
月
十
二
日
摂
津
・
兵
庫
へ
向
け
出
帆
。

○
出
雲
付
近
で
難
風
に
遭
遇
、
五
社
丸
漂
流
。

・
漂
流
中
、
八
右
衛
門
・
助
次
郎
・
長
蔵
・
宗
吉
、
船
中
に
て
死
去
。

○
閏
十
一
月
三
日
頃
、
ヲ
ワ
ホ
(
サ
ン
ド
ウ
チ
国
)
に
漂
着
。
ヲ
ワ
ホ
に
一
九
か
月
滞
在
。

・
滞
在
中
、
左
兵
衛
死
去
（
生
存
者
：
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
）。

天
保
五
午
（
一
八
三
四
）
年

○
三
月
、
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
、
商
い
船
で
セ
ッ
カ
（
ヲ
ロ
シ
ヤ
国
）
へ
。

天
保
六
未
（
一
八
三
五
）
年

○
四
，
五
月
頃
、
商
い
船
（
六
〇
～
七
〇
石
積
）
に
て
セ
ッ
カ
か
ら
ヲ
ホ
ツ
カ
（
ヲ
ロ
シ
ヤ
）
へ
。

天
保
七
申
(一
八
三
六
)
年

○
六
月
下
旬
、
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
、
五
〇
～
七
〇
石
積
船
で
ヲ
ホ
ツ
カ
か
ら
ヲ
ロ
ツ
フ
経
由
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
へ
。

○
船
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
近
く
の
洋
上
で
碇
泊
。
傳
吉
外
島
人
二
人
、
入
国
手
続
き
等
協
議
の
た
め
、
て
ん
ま
船
に
て
ヱ
ト

ロ
フ
島
へ
。

・
途
中
、
傳
吉
、
停
泊
中
の
長
門
屋
次
郎
左
衞
門
分
家
早
川
市
兵
衛
船
を
発
見
。
傳
吉
、
市
兵
衛
船
を
訪
ね
、
五
社

丸
漂
流
の
い
き
さ
つ
を
話
し
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
の
役
人
に
対
し
て
三
名
の
帰
国
取
り
な
し
を
依
頼
。

・
ヱ
ト
ロ
フ
島
の
役
人
、
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
の
入
国
を
拒
否
。

・
そ
の
夜
、
傳
吉
・
久
太
郎
、
密
か
に
ヱ
ト
ロ
フ
島
に
上
陸
。
戸
三
郎
、
翌
日
ヲ
ヨ
グ
に
上
陸
。

○
七
月
二
十
五
日
、
戸
三
郎
、
ヱ
ト
ロ
フ
島
着
。
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
、
役
人
の
吟
味
あ
り
。

天
保
八
酉
（
一
八
三
七
）
年

○
五
月
、
御
用
船
に
て
ク
ナ
シ
リ
島H

ｪ
松
前
島
地H

ｪ

松
前
城
下H

ｪ

箱
舘
の
役
所
へ
。
そ
の
後
、
箱
舘H

ｪ

奥
州
津
軽H

ｪ

青

森H
ｪ

南
部H

ｪ

奥
州
通
りH

ｪ

江
戸
へ
。

○
七
月
十
八
日
、
江
戸
下
谷
新
寺
町
松
前
藩
江
戸
屋
敷
着
。
戸
三
郎
・
傳
吉
・
久
太
郎
、
勘
定
奉
行
所
（
小
川
町
）
の

吟
味
を
受
け
る
。
九
月
・
十
月
に
も
吟
味
あ
り
。

・
十
一
月
十
四
日
、
口
書
・
印
形
押
印
の
上
、
請
書
を
提
出
。

天
保
九
戌
（
一
八
三
八
）
年

○
御
裁
許
を
渡
さ
れ
た
後
、
出
雲
崎
へ
向
け
江
戸
を
出
立
。

○
三
月
八
日
、
出
雲
崎
着
。
出
雲
崎
代
官
所
で
再
度
請
書
を
提
出
。
同
月
十
一
日
、
中
村
濱
に
帰
る
。












